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1 糸満市における「特別支援教育に関する相談・説明会など」、「就学支援委員会提出に

関する手続 き」及び「特別支援教育支援員申請に関する手続 き」の流れ

園等 。学校 糸満市教育委員会

『特別支援教育に関する相談・説明会など」

相談活動 相談を希望する保護者等 と随時面談等を行う。

特別支援についてのご相談は、学校教育課にて随時

行つていますのでご連絡 ください。学校・園への特別

支援教育指導コーデイネーターの派遣要請について

は、学校・園より派遣要請書 (3.ペ ージ)を提出し

てください。

就学支援

説明会

<小中対象説明会> 5/15(木 )

<幼児教育施設対象説明会> 5/16(金 )

<保護者説明会> 6/2(月 )(4ページ参照)

<幼児教育施設長等研修会> 6/4(本 )

発達・矢口能検査

依頼受付

就学支援委員会への提出にあたって、診断書や2年以内

け付けします。手順をご確認のうえ、検査実施依頼書、

の発達・知能検査の結果がない場合は

事前調査票を提出してください。
検査依頼を受

(5～ 7ページ参照)

相談会

<本日談 考鉾> 6/16(月 )、 17(火 )、 13(水 )

適切な就学について、複数の有識者により個別に相談

を行える機会を設置します。 (3、 9ページ参照)

学校見学① 【7月 】就学支援に係る学校見学 (1回 日) (IOぺ ‐ジ参照)

「就学支援委員会提 d毒 に関する手続 き」

就学支援委員会

提出に係る

相談期間

期間 6/3(火)～ 3/1 (金 )

学校・園への特別支援教育指導コーデイネーターの派追要請については、

学校・園より派遣妻請書 (3企―ジ)を提出してください。

就学支援

委員会

申請受付

申請 6/3(火 )～ 〆切り8/1(金 )

園・学校内にて就学支援委員会への申請について検討

しヽ 本人・保護者同意のもと申請する。

(21ペ ージ～48参照)         ■ 11

判 定

<就学支援委員会>
8/27～ l1/5(全 ,0回 )

・各園 。学校の担当者より報告
・適切な就学先決定の判定を行う

通 知
糸満市教育委員会からの決定通矢口を受けて

各保護者に結果説明等を行う。 Fr
■

1

11月 中旬予定
就学支援委員会での決定を通知

学校見学② 【II月 】判定後の就学支援に係る学校見学 (2回 目)

判定後

相談期間

決定について本人

わす。

保護者 と合意形成後、 同意害 を交
~■ ‐■

,i■_ノ

※園・学校で結果説明等を行っても、合意形成を得ら

れなかった場合、教育委員会へ相談 してください。

判定後の

同意書提出

・特男」

千

援学
姿9薪 ?I同

蕩 5欲 ;Ⅲ  FT
'そ の他の同意書提出 メ切り 12//19(金 )

※特別支援学校希望者は県の就学支援委員会へ資料

を提出 〆切り|1/28(金 )

「特】lど 支援教育支援員配置に関する手続きJ

特別支披員

申請 に係 る

相談期間

期間 H/14(金 ヽ
1 /23(金 |)

ターの派遣要請については、

を提出してください。
学校・園への特別支援教育指導コーデイネー

学校・園より ペ

申請  l1/14(金)～ 〆切 1/23(金 )

本人・保護者同意のもと申請する。

(64～ 06ページ参照)          |
:モ

特別支援

教育支援員

申請

通矢ロ
糸満市教育委員会からの決定通矢口を受けて、

各保護者に結果説明等を行う。

3月 上旬予定
支援教育支援員配置の判定結果の通知

-1-



早期から!の教育相機■支援
i

乳幼児期からの夕子女育相談や就学相談は、子供一人一人の発達段階に応じた跡要な支援を行うことができ、障害のある子供を支える家族に対する支援や子供一人一人の自立
社会参加に大きな効果があります。早期からの夕子女育相談には、子供との関わり方を学ぶことによる良夕子な親子関係を形成するための支援、本人・保護者が教育的ニーズに加し
た就学先を決定するための支援、就学期に特別支援教育に関する情報提供等を行うという重要な役害」があります。
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2円滑な就学に向けた支援とフォローアップ 【学校教育法施行令に示された就学システム】
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県、市町村教育委員会

保護者

福祉、医療等関係機関

特別支援学校

認定こども園

幼稚園

NPO

1早期からの情報提供等による支援

《乳勘滉鶏からの組搬》
●発達や子育てについて気になることは、幼稚園・

保育園・認定こども国や医療機関、保健所、発達
支援センターなどに相談できます。

(零報からめ就学r露 歌》
●市町村教育委員会に相談し、年長の9月 頃まで
には市町村教育委員会と就学相談をします。

(夢と渤党健康診登(滴 1熊 $サ 癖、蒲9議 ,》

●言葉や運動機能の発達に加え、対人関係、コ
ミュニケーションなどの社会性の発達を確認します。

(就準4目 譲熾憲撮・就挙支援ガイタ移入〉
●入学(転学)、 特別支援学級、通級についての相
談窓口は、お住まいの市町村教育委員会の就学
相談担当です。スケジュールの確認も重要です。
また、皆さんのお住まいに近い特別支援学校の

教育相訟部等でも、発達障害を合めた障害のある
お子さんや保護者の相談支援を行つています。
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様式① (R7修正版)`管理職→学校教育課指導主事へ紙媒体で提出

学校教育課 課長 殿

学校・園名

校長・園長名

特痢支援教育指導コーデイネーター派遣要請書

下記の通り特別支援教育指導コーデイネーターの派遣を要請 します。

谷和  年  月  日

(公 印 省 略 )

I派遣要請希望日 (派遣者決定後ご連絡します。)

① 第 I希望  谷和  年  月  日 (  ) 時  分 ～  時  分

② 第2希望  今和  年  月  日 (

③ 第3希望  今和  年  月  日 (  ) 時  分 ～  時  分

2相談内容  (複数選択可能です。リスト選択で日 を本れてぐださい。)

□ 幼児児童生徒への支援方法について  □ 保護者対応について   □ 校内研修講師伝頼

由 就学支援委員会への申請につぃて   □ 特別支援教育支援員申請について

□ 校内就学支援委員会への参加依頼   □ 個別あ教育支援計画・個別の指導計画作成について

□ 特別支援教育の教育課程等について

)□ その他    (

3対象の幼児児童生徒について

※実態調査票として「IN―Child」 を記入後、この派違要請書とf緒に提出してください。

)  時  分 ～  時 分

4当 日の日程

・授業観察  校時

【対應職員】□ 担任

・フィー ドバツク  校時

□ 特別支援コーデイネータニ □ 管理職

特別支援コーデイネTタ ー氏名 :

学  級 学年
LS、 り かヾ な

担 任 氏 名
相談内容

(簡潔に)
氏    名

I

2

3

-3-



事 務 連 絡

今 和 7年 4月  日

保護者 殿

糸満市教育委員会

教育長 屋史 朝俊

(公印省略)

今和 7年度 糸満市特別支援保護者説明会について (通知)

みたしのことiこ つぃて今年度の特別支援保護者説B月会を下記のとおり開催いたします。
っきましては、参加希望の保護者におかれましては、下記の内容をご確認のうえ、申し込みし

てください。

記          :

|.趣    旨 発注の気になる幼児児童生徒の保護者を対象に就学支援の説明や情報

提供を行い、就学支援についての理解を深めるためi〒 実施します。

2,日 時 今和 7年 6月 2日 (月 )

14:00γ i5:45

3.対  象 未就学児・小中学生保護者

(※未就学児は席の都合上、年長児の保護者優先

:年中、年小保護者申込可)

4.場 所 糸満市役所3階 (3-C)

LOGOフ オームで申し込み (下記QRコ ード)

<回答期限 :5/28(水 )>

5:申 込 方 法

6。 その他 ①欠席の連絡は不要です。

②ホエムペニジに解説及び説明会資料を掲載予定です。

参カロできなかった場合はホ■ムペニジをご覧ください。

③会場の都合上イスのみとなります。

メモをとりたい方はバインダーの持参をお願いします。

く申込先〉

htttps://10qoformoip/f/OAqdX

<お問合せ先>

糸満市教育委員会 学校教育課 指導係

TEL:098=840-8165 斉藤・大城・國吉

-4-



発達・矢口能検査の依頼手順

①「就学支援委員会申請に係るWISC(新版K式)検査実施依頼書」、

「知能 :検査にかかる事前調査票」を学校教育課へ提出。

②学校教育課にて受付後、各学校・園へご連絡。

向時に脇先生へも学校教育課よⅢ,「学校名・児童生徒氏名」のリストを送ります。

(リ ストに載っていない方は検査ができません。依頼書を先に提出してください。)

③学校教育課にて、検査の実施者振り分けを行います。

1.「就学支援委員会申請に係るWISC(新

版 K式)検査実施依頼書」十「矢口能 。発達

検査に係る事前調査票」を教育委員会に提

出してもらう。

2.教育委員会で受け付けした後、学校 。.

園に連絡 (行動観察の訪間の場合もある)

3.学校教育課 5Fに、保護者 ▲本児がき

て                    ,
もらう。 (学校・園の先生、保健節同行可)

4.検査施行

5。 学校教育課にて、結果説明。保護者の

み。

(学校・園の先生。保健師同行可)

※公認′せ理 B師 斉藤実施

li「就学支援委員会申請に係るWISC

(新版 K式)検査実施依頼書」士「知能 `

発達検査に係る手前調査票」を教貪委員会

に提出してもらう。

2.教育委員会で受付したあと、ココロおき

楽に教育委員会からの依頼 リス トを送付。

3。 日程調整について

①学校実施の場合

Googieチ ャット(就学支援知能検査日程調

整)よ り、特別支援コfデイネーターが調

整:           !
②土日を希望の場合

由風原事務所に午前の間にココロおき楽の

HPよ り2枠予約。

5.検査終了時に 保ヽ護者も同席をお願いし

ます。(検査結果め報告・説明がありますも)

6.検査結果報告書は、保護者から受け取

る。

※ココロおき楽実施

-5-



第

今和   年  月

号

日

糸満市教育委員会教育長 殿

糸満市立

校長 (園長)

学校 (園 )

EP

就学支援委員会申請に係るWISC(新版 K式)検査実施依頼書

下記の理由につき、就学支援委員会への申請書類の WISC検査等の結果を提出日までに

準備することが難しい状況です。つきましては、糸満市教育委員会での検査を希望し、ます。

言己

<依頼の理由>

I.受診に行ったが、病院等での予約が (  )ケ 月後にしか取れず申請提出日まで間に

合わない状況であると

2.その他                ・

(                                 1                                                      )

以上の理由につき、糸満市教育委員会での検査を希望します。        ●

また検査日程調整について、委託事業所が学校に出向く場合は Googieチ ャウ トにて、名

前・学年のやりとりする事に同意 しますj

学校 (園 ) 幼児・児童・生徒氏名

保護者氏名

学校 (園 )

特別支援コーデイネーター・就学烹援担当者

電話番号

※検査を希望する方は、知能・発達検査に係る事前調査票の記載もお願いします。

※2年以内に病院等を受診 し、知能検査 (WISC― W、 V、 田中ビネー)を行った場合は

依頼できません。    ヽ

依頼書提出後、病院等で知能検査予約がとれましたらキャンセル連絡をお願いします。

※無断キャンセルについては、保護者が実費負担 となります.。

※新版 K式の結果 しかない場合は、知能検査は依頼できます。

※教育委委員会担当者が○

学校教育課確認欄  ( wISC 市・V  新版 K式 )

ヒP

EP
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R7 知能・発達検査に係る事前調査票

歳  か月
男

女

生年

月日
年   月   日

平成

今和

幼児児童生徒
が な

名氏
心、  リ

職業続柄保護者氏名

目  ~毛電話

番号 携 帯現住所
糸満市

通常 ・ 支援学級 ・ 通級学級年 )(
学校名

母  兄

祖母

人  姉

その他

人父

祖父

人   弟 人   妹

記 入 した人 (続柄 ,

=k本
児の世話に当たつている人 (術柄)

家族構成

万子様の気になる項目があれば、Oを してください。

(気 になるものにO、 特に気になるものに◎)           ′

視覚 (  )、 聴覚 (  )、 発逹 (  )、 発育 (  )、 病弱 ( つ 、

言葉 (  )、 病療 (  )、 落ち着きのなさ ( ) 学習 (  )、 日常生活 ( )

上記の内容を具体的に言いてください。

家
庭
で

の
子
ど
も

の
様
子

成

育

歴

等

I.出 産時

(1)正常分娩  (2)異 常分娩 (ア .鉗子分娩  イ.逆子  ウ。その他

(3)未熟児出産 (   週、体童   g)
2.発達等が気になり始めた時期 (   歳  か月頃)

(具体的に

3。 これまでに、子の発達について相談や検査をした事がありますか。

(I)あ る       (2)な い

(相談した機関 :             )

(検査実施日 I  .     受けた検査名 : WISC 田中ビネー 新版K式

｀
(検査結果 :

4.障害児通所支援(児童デイ、放課後デイ)を 利用レて|｀
ますか。 (利用している。利用していない)

)

)

その他 )

)



今不口7年度 糸満市就学相談会のご案内

′

お子さまのすこやかな成長を願って、保護者の方への相談会を開きますも

教育相談 (特別支援)担当者が中′はとなって、下記のような相談会を開きます。

どうぞ、お子さまもご一緒にお気軽にお越 しください。

*こ のようなお子さまについて

ものを見るときに近づきすぎる。

後 ろから呼びかけても振 り向かない。

手足の動か し方がぎこちない。

発音や話 し方がはっきりしない。

落ち着きがなく、ひとつのことに集中しない。

指示や内容が理解できない。

その他のことで、気になる手とがある。

*相談の仕方
。趙配なことを中遣 iこして就学についての教育相談を行います。

・ 相談は個別で行います。 ※相談は無料です。

*相談の日程

芦

■ 日時  今和 7年 6月
1    今和 7年 6月

今和 7年 6月

6白 (月 )午後 I時 30分～午後4時30分 (単付

7日 (火)午後 I時 30分～午後4時30分 (受付

8日 (水)午後 I時 30分～午後4時30分 (受付

午後4時まで)

午後4時まで)

午後4時まで)

■ 場所  
「
糸満市役所3階会議室 (3-o,b,c)

※ 幼児児童生徒本人の参カロも可能です。保護者のみ (2名 まで)の参加●可能です。

※ 学校 。幼稚園 。こども園 !保育所等から申込用紙を受け取り、Logoフ ォームで

申込 します。

※相談時間は約20分です。

●vl

●予,●j●

◎聞い合わせ先

糸満市教育委員会 学校教育課 指導係 TEL098T840T8165
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保 護 者 殿

事 ―務  連  絡

今 和 7年 5月

糸満市教育員会

教育長 屋良 朝俊

(公印省略)

今和 7年度糸満市就学相談会の実施について (通知)

みだしのことにういて、下記のとおり相談会を実施いたします。 ・

つきましては、相談希望の保護者様は、Log。 フォーム1こ て申込お願いします。

記

1趣   旨 発達の気になる就学前幼児・児童生徒の保護者を対象に就学相談

や情報提供を行い、就学のための支援を目的に相談会を実施します.

相談時間は約20分です。 (相談は無料です)

2 日

3場   所  糸満市役所3F曽会議室 (3-9,b,c)

4申 込方法  6/4(水)ま でに下記URLま たはQRコ ードにて申盗

5申 込 先 糸満市教育委員会 学校教育課 指導係

httosi//1ottoformoiD/f/宜 LLIO

(ネ ツト環境により申込が雑しい方は、電話で申し込みください)

TEL,098-840-8165

時  今和 7年 6月 16日 (月 )午後 I時30分～午後4時30分 (受付

今和7年 6月 17日 (火)午後 I時 30分～午後4時30分 (受付

今和7年 6月 18日 (水)午後 I時30分～午後4時30分 (受付

回

午後4時 まで)

午後4時 まで)

午後4時 まで)

く申込みQRコ ニ ド>

6申 込 期 限  今和 7年 6月 4日 (水 )ま で

留意事項 ①幼児児童生徒の参加も可能です。保護者のみ (2名 まで)の参カロも可能です。

②駐車場に限りがありますので、公共交通機関のご利用をお願いします。

7通 知 日  今和
‐
7年 6月 10日 (火)ま でに面談日時をメールにてご案内します。

8そ  の 他  6月 2日 (月 )の特別支援説明会では就学判定基準や手続き等の説明を行います

今回は個別相談の案内となります。
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絡

月６

違
・年務

御
事

今

保 護 者 殿

糸満市教育員会

教育長 屋 良 朝俊

(公印省略)

今和 7年度就学支援に係る学校見学 (授業参観)の実施について (通矢口)

みだしのことについて、下記のとおり就学支援に係る学校見学 (授業参観)を 実施いたしま

す。つきましては、見学希望の保護者におかれましては、下記「参加申込書」をご記入の上、

見学校へ直接ご提出していただきますようお願いいたします5  `

言己

l趣 旨 言葉の遅れや発達の気になる就学前幼児・児童 ,生徒の保護者を対象に学

校見学 (授業参観)を 行い、就学のための支援を目的に実施 します。就学支

援申請前 (7月 )及ぴ就学支援判定後 (II月 )に学校見学を2口設定してお

ります。

2日 時

3申 込 方 法

学校ごとに受け入れ日ゲ異なります。詳細は別紙 I― |.2「市内小中学

校学校見学 (授業参観)受け入れ日及び時間一覧」をご覧ください。

下記の申込用紙に雖要事項をご記入し、申込用紙を見学校の事務室公直接

提出してください。 (保護者でも園でまとめてでもどちらでも可。)

4そ  の 他 1 汚J紙 2 「見学にあたっての留意事項」を雖ず―読 してください。

今回は7月 のみの申し込みになっております。なお、 11月 の申し込みに

関しては、 10月 頃にお矢口らせいたします。

【問い合わせ先】 糸満市教育委員会 学校教育課  TEL:098-840-8165

(切 り取 り線)

今和7年度 学校見学 (授業参観)申込用紙 (6/27(金)〆 切 見学校へ直接提出)

※ に る の設置がない あヾり 3 下さい

※ 通級 を見学希望の場合、
の申し込みも可能です。

「別紙 |」 の通級見学可能校へ提出してください。指定校 と異なる学校ヘ

男 ・ 女 歳
(ふ りがな)幼 児 児 童

生 徒 氏 名

連  絡  先

(携 帝 等 )

者

名

護保

氏

← 通園・通学がない場合は

記入の舛要はありません。

所  属  園

(学 校 )名

見学希望校
・見学日 |

学校 日月

無有
幼児児童

本人の参加

見学希望

学級

情緒学級

その他 (

通級指導教室 (言語 。情緒)

)

矢口的学級
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2、 就学支援委員会について
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O糸満市就学支援委員会規貝J

昭和 53年 7月 14日

｀                           教育委員会規則第 5号

改正 昭和 61年 5月 14日 教委規則第 3号

平成 19年 7月 5日 教委規則第 10号

平成 20年 6月 1日 教委規則第 9号

平成 26年 8月 28日教委規則第 5号

平成 27年 3月 26日 教委規則第 8号

令和元年 7月 25日 教委規則第 9号

(目 的)                        ヽ

第 1条 この規則は、幼児児童生徒の適切な就学支援と教育的措置に関し、教育委員会

の諮問を受けて必要な調査及び審議を行うとともに、障害のある幼児児童生徒に対す

る就学先の判定と特別支援学校への就学及び特別支援学級への適切な入級を図り、特

別支援教育の推進に役立てることを目的とする。   |

(任務)                  |

第 2条 糸満市就学支援委員会 (以下「委員会」という。)は次に掲げる事項について

調査・審議 し、その結果を教育委員会に答申する。

(1)就学支援に関すること。

(2)教育相談に関すること。  ,

(3)支援レベルの判定と特別支援教育の支援に関すること。

(4)関係機関との連絡提携に関すること。

(5)委員の研修及び研究に関すること。

(6)その他委員会の任務を達成するため必要な事項

(組織)

第 3条 委員会の委員は20人以内で組織する。

(委員)

第 4条 委員は、次の各号に掲げるもののうちから教育長が委嘱する。

(1)糸満市立小学校及び中学校長

(2)糸満市立小学校及び中学校特別支援教育担当教諭    .

(3)学校医又は専門医

-12r



(4)その他教育長が適当と認める者

(任期)

第 5条 委員の任期は、2年とする。ただし、再任を妨げない。

2 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

(会長及び副会長)                   
｀

第 6条 委員会に会長及な副会長を置き、委員の互選で定める。

2 会長は委員会を代表し、会務を総理する。

(3)―副会長は会長を補佐し、会長に事故あるとき又は欠けたときは、その職務を代

理する。

(会議)

第 7条 委員会の会議は、会長が招集 し、会長が議長となる。

2 委員会の会議は公開しない。 ・

(秘密の保持)

第 8条 委員は〔職務上知 り得た秘密を他に漏らしてはならない」その職を退いた後も

同様とすると

(庶務)

第 9条 委員会の庶務は、教育委員会事務局において処理する。

附 貝J

この規則は(公布の日から施行し、昭和 53‐年4月 1日 から適用する。

附 則 (昭和 61年 5月 14日 教委規則第 3号)

この規則は、公布の日から施行 し、昭和 61年 5月 1日 から適用する。

附 則 (平成 19年 7月 5日 教委規則第 10号)

この規則は、公布の日から施行する。

附 則 (平成 20年 6月 1日 教委規則第 9号 )

この規則は、平成 20年 6月 1日 から施行する。

附 則 (平成 26年 8月 28日教委規則第 5号)

この規則は、平成 26年 9月 1日 から施行する。

附 則 (平成 27年 3月 26日教委規則第 8号)
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この規則は、平成 27年 4月 1日 から施行する。

附 則 (令和元年 7月 25日 教委規則第 9号 )

この規則は、令和元年 8月 1日 から施行する。
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今和 7年度 就学支援委員会日程

期  日 時  間 場  所 内 容

第 1回 今和7年8月 27日 (水 ) 13:00～ 16:45 糸満市役所5階

5-d会議室

′委嘱状交付

諮問

就学判定審議

第2回 今和7年9月 3日 (水 ) i3:00～ 16:45 糸満市役所5階

5-d会議室
就学判定審議

第3回 今和″隼7月 10日 (水 ) 13:00～ 16:45 糸1満市役所5階

5-d会議室
就学判定審議

第4回 今和7年7月 17日 (本 ) i3:00～ 16:45 糸満市役所5階

5-d会議室
就学判定審議

第5回 今和7年7月 24日 (水) i3:00～ 16:45 糸満市役所5階

5-d会議室
就学判定審議

第6ロ 今和7年 10月 1日 (水) 13:00～ 16:45 糸満市役所5階
5-d会議室

就学判定審議

第7回 今和7年 10月 8自 (水) i3:00～ 16:45 糸満市役所5階

5-d会議室
就学判定審議

第8回 今和 7年 10月 15日 (水 ) i3:00～ 16:45 糸満市役所5階

5-d会議室
就学判定審議

第9回 今和7年 10月 29日 (水 ) 13:00～ 16:45 糸満市役所5階

5-d会議室
就学判定審議

予備 日 今和7年 同 月5日 (水) i3:00～ 16:45 糸満市役所5階

5-d会議室ャ
就学判定審議
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障がいの程度・発達特性に應じた子どもたちの多様な学びの場

平成 27年幼稚園教育要領、小学校学習指導要領、中学校学習指導要領、特別支援学校幼稚部教育

妻領、特汚lJ支援学旗 (小学部 。中学部)学習指導妥領が改訂され、学びの連続性、社会t〒 開かれた教

育課程の充実が求められています。特に、共生社会を担う子ども連一人一人が、他者を認め自分自身

を熟め、協同して主体的に社会を切り開いていくために、各学級や学校間の「交流及び共同学習」を

推進します。

l 通常の学級における特別な支援

通常の学級に在籍する特別な教育的配慮を雖要とする児童生徒は、6.50/o(H24)と報告されてい

ます。そのためヽ 通常の学級担任Ⅲ、子どもの特性や教育的ニーズに應じた適切な捐導及び殆要な車

援をするために、特別支援教育の線点を活かした温かい学級経営と見通しが持ちやすくわ々`りやすい

ュニバーサルデザインの授業作りに努めます。教育支援員を西己置することもあります。

特別支援学級

知的障害特月U支援学級

自閉症・情緒障害特別支援学級

難聴特月U支援学級

言語障害特別支援学級

肢体不自由特別支援学級

病弱特別支援学級

通常の学級

通
級
指
導

☆
言
語
通
級
指
導
教
室

☆
情
緒
等
通
級
指
導
教
室

★
県
立
沖
縄
ろ
う
学
校

通
常
の
学
級
で
の
特
性
Ｅ
応
じ
た
配
慮
指
導

特別支援学校

沖縄県立 支援学校

沖縄県立沖縄盲学校

沖縄県立沖縄ろう学校
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2 通級指導教室 (学校教育法施行規則第 140条 )

通級指導教室は、通常の学級に在籍している特別な支援を必要とする児童生徒について、ほとんど

の学習を通常の学級で行いながら一人一人の学習面や生活面の困難さに庵じて週 1回程度、個別の教

育支援計画・イ回別の指導計画を基に指導を行う教室です。言語通級指導教室と情緒等通級指導教室が

設置されています。自校通級と仲校通級の他、県立沖縄ろう学校への通級もあります。

※LD 学 習 )ま たはADHD 注意欠陥多 の診断のみの児童生徒は、自閉症・情緒障害学

級の対象ではなく、通級による指導が対象になります。

★言語通級指導教宝では、主に発音や聞こえに課蓬がある児童生徒に対 して、個別指導を中jせ に指

導・支援 します。

★情緒等通級指導教室では、集団生活を送る上で困り感が強いと特定の教科の学習に困難がある。人

との関係をつまく築くことが群しい。気持ちをコントロfルすることが苦手でトラブルが多い。他の

ことに気が耳又られやすく活動に支障をきたす等がある児童生徒に対して、実態にAじ て個別指導と集

団での指導あ両面から指導。支援します。 (発導障害あ傾向がある分ら通級指導がX要 ということで

はありません。)

通級による指導では、個々の児童生徒の困り感の改善・克服を目的とする「自車活動」が中Jむ とな

ります。特に捲要がある場合は各教科の内容を補充するための指導も行うことができますが、子こで

いう「各教科の卑甫充指導」とは、子どもの困り感を改善・克服するためめ補充指導ということになり

ますも単に教科の遅れを補充するための ではないというところに注意が撼要です。「自立活動」

とは、個 の々児童生徒の学習上・生活上の困難を改善・克服するための指導で指導内容として、O健

康の保持に関する手と O唸理的な安定に関すること ○人間関係の形成に関すること O環境の把

握に関すること Oだ身の動吉に関すること OPミ ュニケギションに関することがあります。子ど

もの実態に痣じて指導内容[手 重点を置tlて考えることが大事です。

3 特別支援学級 (学校教育法第 8i条 )

小・中学校の特別支援学級では、子ども一人一人の障害を正しく理解するとともに、イ匿l別の教育的

ニーズを把握し、少人数による通切な指導や蜂要な支援が行われます。特別支援学級には、知的障

害 与白閉症・情緒障害 。難聰・言語障害・肢体不自由・病弱の学級があります。教育内容は、原則と

して小・中学校の学習指導要領に浴って行われますが、子どもの障害の状態や特性などにAじ て、特

別支援学校の教育課程を参考にして、弾力的な教育謀権を編成し指導や支援を行ってい事す。また、

通常あ学級の子どもたちと各教科や学校行事、学年 '学級活動や給食・清掃活動など、担任間の相互

の綿密な連携のもとに指導が行われます。
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4 特別支援学校 (学校教育法第 72条)

特別支援学校には、視覚障害・聴覚障害・知的障害・肢体不自由・病弱身体虚弱の学校がありま

す。子どもの生きる力をはぐくむことを目指し、自立し社会参カロするための豊かな教育内容・方法を

工夫したきめ細やかな指導が行われます。教育課程は、小 。中学部においてそれぞれ小・中学校に準

ずる教育を行うとともに、一人f人の障害に應じた弾力的な教育課程編成ができるようになってお

り、子どもの障害特性や健康状態、経験等に應じて、各教科等の指導内容・方法を工夫します。

【就学先等の柔軟な見直し】

「学びの場」は、固定したものではなく、障害

の状態の変化や適切な指導や支援を行う場の検討

の結果、柔軟に就学先を変見することわヾ迪切と考

えられる子どももいます。変化に継続的かつ適切

に対応するため、教育相談や個別の教育支援計画

を定期的に見直すことが蜂要です。

【就学先等の柔軟な見直し】

自宅・病院における訪問学級

ほとんどの問題を通常の学級で対A

特別支援学校

特別支援学級

通級による指導

専門スタツフを配置 して通常の学級

-18-



障害 特別支援学校

(学校教育法施行令第22条の3)

通常の学校

特別支援学級

(学校教育法第81条②)

通級による指導

(学校教育法施行規則第140条 )

視 ^
覚 弱
障 視
害 v

【視覚障害特別支援学校】
両日長の視力がおおむね0.3未満のもの叉

は視力以外の視機能障害が高度のもののう
ち、拡大鏡等の使用によつても通常の文字、
図形等の視覚による認識が不可能叉は著し
く困難な程度のもの

【弱視特別支援学級】

拡大鏡等の使用によつても通常の文字、

図形等の視覚による認識が困難な程度のも
の

拡大鏡等の使用によつても通常の文字、
図形等の視覚による認識が困難な程度の者
で、通常の学級での学習におおむね参加で
きt一部特別な指導を必要とするもの

聴 ^
覚 難
障 聴
害 ャ

【聴覚障害特別支援学校】
両算の聴カレベルがおおむね60デシベ

宅鰯 髯害を設 螂 催
しく困難な程度のもの

【難聴特別支援学級】

補聴器等の使用によつても通常の話声を
解することが困難な程度のもの

補聴器等の使用によつても通常の話声を

解することが困難な程度の者で、通常の学級
での学習におおむね参加でき、一部特別な

指導を必要とするもの

知
的
障
害

【知的障害特別支援学校】
一 知的発達の遅滞があり、他人との意思疎

通が困難で日常生活を営むのに頻繁に援
助を必要とする程度のもの

二 知的発達の遅滞の程度が前号に掲げる

程度に達しないもののうち、社会生活への

適応が著しく困難なもの

【知的障害特別支援学級】

知的発達め遅滞があり、他人との意思疎
通に軽度の困難があり日常生活を営むのに
‐部援助が必要で、社会生活への適応が困
難である程度のもの     ｀

肢
体
不
自
由

【肢体不自由特別支援学校】
― 肢体不自由の状態が補楽具の使用によ

つても歩行、筆記等日常生活における基
本的な動作が不可能又は困難な程度のも
の

二 肢体下自由の状態が前号に掲げる程度
に達しないもののうち、常時の医学的観察
指導を必要とする程度のもの   |

【肢体不自由特別支援学級】

補装具によつても歩行や筆記等日常生活
における基本的な動作に軽度の困難がある
程度のもの

肢体不自由の程度が、通常の学級での学
習におおむね参加でき、一部特別な指導を
必要とする程度のもの

身
病 体
弱 虚

弱

【病調特別支援学校】(含 :身体虚弱者)

=慢性の呼吸器疾患、腎臓疾暮凛び神経
疾患、悪性新生物その他の疾患の状態が
継続して医療文は生活規制を必要とする
程度のもの

二 身体虚弱の状態が継統して生活規制を
必要とする程度のもの

【身体虚弱特別支援学級】(含 :病弱者)｀

一 慢性の呼吸器疾患その他疾患の状態が
持続的叉は間欠的に医療叉は生活の管
理を必要とする程度のもの

二 身体虚弱の状態が持続的に生活の管理
を必要とする程度のもの

病弱叉は身体虚弱の程度が、通常の学級
での学習におおむね参加でき、一部特別な
指導を必要とする程度のもの

言
語
障
害

【言語障害特別支援学級】

口蓋裂、構音器官のまひ等器質的叉lま機
能的な構音障害のある者、吃苦等話し言葉
におけるツズムの障害のある者、話す、開(等
言語機能の基礎的事項に発達の遅れがある
者、その他これに準じる者にれらの障害が主
として他の障害に起因するものではない者に
限る。)で、その程度が著しいもの

牌 緒 誠 離 範 盈 褒 藉 、領 馨
言語機能の基礎的事項に発達の遅れがある
者、その他これに準じる者(これらの障害が主
として他の障害に起因するものではない者に
限る。)で、通常の学級での学習におおむね
参加でき、一部特別な指導を必要とする程
度のもの

自
閉
症

【自閉症・情緒障害特別支援学級】

―ブ自閉症又はそれに類するもので、他人と
の意思疎通及び対人関係の形成が困難
である程度のもの

二 主として心理的な要因による選択性かル
黙等があるもので、社会生活への道応が
困難である程度のもの

自閉症叉はそれに類するもので、通常の

学級での学習におおむね参加でき、一部特
別な指導を必要とする程度のもの

情
結
障
害

主として心理的な要因による選択性かん黙
等があるもので、通常の学級での学習にお
おむね参加でき、一部特別な指導を必要と
する程度のもの

学
習
障
害

全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、
話す、読む、書く、計算する叉は推論する能
力のうち特定のものの習得と使用に著しい困
難を示すもので、一部特別な指導を必要とす
る程度のもの

多 注
動 意
性 欠
障 陥
害

年齢叉は発達に不釣
'合

いな注意力、叉
は街動性・多動性が認められ、社会的な活
動や学業の機能に支障をきたすもので、と

都特別な指導を必要とする程度のもの

資料 >< 特別支援学校、通常の学校 (特別支援学級、通級による指導)の 障害の種類及び程度

0「特別支援学校の障害の程度」こついては、「学校教育法施行令第22条 の3」 による。
0「特別支援学級及び通級による指導の障害の種類及び程度」については、「障害のある児童生徒等に対する早期からの一貫した支援に
ついて25文科初第756号 平成25年 10月 4日 文部科学省初等中等教育局長通知」による。
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<資料 :半U定・教育措置>
沖縄県教育委員会

義務教育に係る就学支援の判定と教育措置

1判定とは別に勢育措置は、矢印の対応はあるがそれ以外の封応は認められていない。

2判定は必ず主障害で行う。副障害(付随する障害等)での判定や教育措置は行わない。

3判定と教育措置は原則同一だが、本人や保護者の意見、設置認可状況等により異なる場合がある。

4莉定と教育措置が異なる場合でも、主障害を遵守した対応を行う。

5判定とは別に教育措置は、本人や保護者の意見を最大限尊重して決定し、合理的配慮を行う。

6教育措置後に、学びの場の柔軟な変更を見据えた実情が生じた場合は、慎重かつ適切に対応する。

7通級による指導において、主障害が知的障害の場合は該当しないので留意する。

8適応指導教室や日本語教室等が主対象の児童生徒は該当しないので留意する。

※ 不明な点は、教育庁県立学校教育課に照会する。

視 覚~見

聴 覚i冤

肢 体!体

虚 弱目日

言 語言 語

自開I日将
悟 緒雷緒

LDLD
ADHD

<通常学級在級者>
(自校H巡回・他校)

通級による指導

A「うHD

}

l

尊
的
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糸満市就学支援委員会への申請について

)糸満市就学支援委員会へ申請が兇要な幼児児童生徒

1 県立特別支援学校 (盲・聾 i矢口的 。肢体不自由・病弱)への就学

2 市立小中学校の特別支援学級への進学及び入級

3 特別支援学級の種別変更

4 市内通級指導教室における指導

5 特別支援学級から通常学級への異動 (新中 |は踏要なし)

(2)申請手順

1 保護者より在籍園・在籍校へ相談

(所属先がない場合は、健康推進課・学校教育課等関係機関へ)

2保 護者記入の書類、園・学校作成書類、判定に捲要な添付資料 を揃える

3 すべての提出書類 を本人・保護者確詔後、園・学校より学校教育課へ提出

学校・園からの提出期FR

提出書類 P27～ 55参照

鑑 (様式 I)

今和 7年 8月 :日 (金 )

判定申請一覧 (様式 2)※提出予定者は全員記載する

(学校提出の一覧表は校務支援フオルダヘデータでも提出お願いします)、

【保護者記入書類】糸満市就学支援実態調査票 (様式 3-|～ 4)

校 (園)内就学判定報告書 (様式 4-|～ 4)

「個別の教育支援計画」。「個房Jの指導計画」等の写し

専門医の診断書の写し (様式 4(特別支援学校申請用)。 病院の様式でも可)

特別児童扶養手当諷定診断書の写し

療育に関する意見書の写し

知能検査 。発注検査結果の写し (WISC、 新版 K式、由中ビネー等)※ 2年以内

※学校で行う小 3。 中 Iを対象とした矢口能検査のことではありません

言語機能検査等

S,M社会生活能力検査結果 (Excelシ ー トのコピー)※今和 7年度のもの

各種手帳の写し (等級のわかるヽ―ジ)

様式 7号 (医療的ケアを必要とする子)

通常学級への異動に係る本人 。保護者の意見書 (様式 6)       .
【保護者記入書類】保護者の承諾書 (様式 5)

※障害種別によって提出書類が異なりますので、23～ 26ページ (申 請書類対照表 )

をご確諷ください。ご不明な点は、学校教育課までお問い合わせください。

め

　

Ｏ

ｏ
ｏ
　

①

②
③
④
⑤

⑥

⑦
　

③

⑨

⑩
①
②

Ｏ

く

　

　

　

く
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(4)注意事項

I 特別支援学校を希望する場合は、志願前相談 (体験入学)が捲妥です。

2 中学校入学の際は、現在小学校で特別支援学級に在籍又は通級指導教室にて指導を

受けていて継続をする場合、申請手続きをする蜂要があります1(通常学級を希望す

る場合は自動的に通常学級への進学となりますので提出の必要はありません。)

3 新中 1以外で特別支援学級、通級指導教室を継続する場合、申請手続きは捲妥あり

ません。

4 就学支援委員会への提出に係る発違検査・知能検査の依頼については、「就学支援委

員会申請に係るWISC(新版 K式)検査実施依頼書」(4ページ)を園・学校より学

校教育課へ提出してください。

5 提出資料はすべて揃えて、期限内に提出してください。検査・病院受診等の関係で

期限までに揃わない場合は、一覧表の備考欄に提出予定日・理由等を蜂ず記入してく

ださい。

6 検査結果を受けて希望種別等の変史がある場合は、修正した上で提出してください。

7 検査結果は申請日から2年以内のものを提出してください。

(I年以内に同じ検査を受けることができないため)

3 S― M社会生活能力検査結果については、今和 7年度のものを提出してください。

冊子は学校教育課にありますので、園・学校より蜂用冊数をご連絡くだ吉い。回答
′
は保護者と園・学校が一緒に行うことが望ましいです。;

9 通常学級へ措置変えの場合は、「本人・保護者の意見書」を提出してください。(新

中 |は 盛要なし)

10 通級指導の終了は、終了報告書 を作成 し保護者署名 。捺印のうえ、年度末に学校教

育課 に提出してください。
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博
い
１

今和7年度就学支援委員会 申請書類対照表

①特別支援学校 O=挺須  △=すでに持っている (受給している)場合は挺須  x=不要

※ I…現在、通級指導、支援学級の児童生徒は、「個別の教育支援計画J「個別の指導計画Jの作成が義務付けられているため勇須。

「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」は、保護者の署名捺印の上で写しを提出してください。 (原本は学校保管)

※2…主障害によって知能検査 。発逹検査ができない場合は、学校教育課までご相談ください。

※3…特別支援学校希望の場合、医療的ケウが盛要な方は①様式第7号 (県の様式)が発須です。

⑬

保

護

者
の

承

諾

書

様

式

5

O

O

O

O

O

⑫
本通
人 常
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書 に
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X

X
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X

X

①
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⑥
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実保

態護

調 者

査 記

票 入

⌒ 書

様 類

式
u

3

O

O

O

O

○

提出種類

視覚障害

聰覚障害

肢体不自由

病弱 。身体虚弱

矢口的障害



Ｉ
Ю
卜
‥

今和7年度就学支援委員会 申請書類対照表

②特別支援学級 O=撼須  △=すでに持っている (愛給 している)場合は挺須  x=不要

※診断がされている幼児児童生徒に関しては、診断名の記載のある資料 (④専門医の診断書、⑤特別児童扶養手当認定認定診断書、④療育に関する意見書等)

のいずれかの写しが捲妥です。

※ l…現在、通級指導、支援学級の児童生徒は、「個別の教育支援計画」「個別の指導計画Jの作成が義務付けられているため雖須.

(支援学級の種別変更 ,新中学 1年生の継続進学・通級指導→支援学級へ変更)

「1団別の教育支援計画J「個別の指導計画」は、保護者の署名捺印の上で写しを提出してください。 (原 本は学校保管).

⑬

保
護
者

の
承
諾
書

（
様
式

５
）

O

O

O

O

O

O

O

⑫

通
常
学
級

へ
の
異
動

に
係

る

本
人
保
護
者

の
意
見
書

（
様
式

６
）

×

X

X

×

×

X

×

①
様
式
第
７
号

（
医
療
的
ケ
ア
を
踏
妥

セ
す
る
子
）

X

X

×

X

X

×

X

⑩

各
種
手
帳

（
療
育

“
身
体

・
精
神

）
の
写
し

△

△

△

△

△

△

△

⑨

Ｓ

・
Ｍ
社
会
生
活
能
力
検

査

結

果

（
冊
子

の
提

出

は

不
要
）

※
今
和

７
年
度

の
も

の

O

O

O

○

O

O

O

③

言
語
機
能
検
査
結
果

の
写

ｔ

ヽ

（
言
語
聘
覚

士

に
よ

る

検
査

の
結

果
）

×

X

×

X

X

△

X

⑦

知
能
検
査

・
発
達
検
査

の
写

し

（
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
、

新

版

Ｋ
式
、
　

　

　

２

日
中
ビ
ネ
ー

等
）
　

※

※
２
年

以
内

の
結

果

O

O

O

O

O

O

O

⑥

療
育

に
関
す

る
意

見
書

の
写

し

△

△

△

△

△

△

△

⑤

特

別
児
童
扶
養
手
当
認
定

診

断
書

の
写
し

△

△

△

△

△

O(どちらか Iつ )

△

④
専
門
医

の
診
断
書

の
写
し

※
病
院

の
様
式
で

可

〇

O

O

O

△

△

③

「
個
別

の
教
育
支
援

計

画
」

「
個
別

の
指
導
計

画
」

の
写

し

※ I

△

△

△

△

△

△

△

②
校

（
掴

）
訥
判
ｔ
報

（告
繕

式

牛
）

○

O

O

O

○

O

O

①

【
保
護
者
記
入
書
類
】

・
実
態
調
査
票

（
様
式

３
）

O

O

O

O

O

O

O

提出種類

害種別障

視覚障害

聴覚障害

肢体不自由

病弱 。身体虚弱

矢口的障害

言語障害

自開・情緒障害

※2…主障害によつて知能検査 。発逹検査ができない場合は、学校教育課までご相談ください。



今和7年度就学支援委員会 申請書類対照表

③通級指導教室 O=挺須  △=すでに持っている (受給 している)場合は雖須

※診断がされている幼児児童生徒に関しては、診断名の記載のある資料 (④専門医の診断書、⑤特別児童扶基手当認定認定診断書、⑥療育に関する意見書等)

のいずれかの写しが雖要です。

※ l…現在、通級指導、支援学級の児童生徒は、「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の作成が義務付けられているため捲須。

(通級指導の種別変更 。新中学 I年生の継続進学 。支援学級→通級指導へ変更)

「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」は、保護者の署名捺印の上で写しを提出してください。 (原本は学校保管)

※2…主障害によって知能検査 。発達検査ができない場合は、学校教育課までご相談ください。

※3…学習障害の疑いで申請する場合は、知能検査の結果を踏まえた■で委員会までご連絡してください。

x=不要

１
博
ｕ
ｌ

○

保
護
者

の
承
諾
書

（
様
式

５
）

O

O

O

O

②

通
常
学
級

へ
の
異
動

に
係

る

本

人
保
護
者

の
意

見
書

（
様

式

６
）

×

X

×

×

①
様
式
第

７
号

（
医
療
的
ケ
ア
セ
撼
要

と
す
る
子
）

×

X

X

×

⑩
各
種
手
帳

（
療
育

・
身
体

・
精
神

）
の
写
し

△

△

△

△

⑨

Ｓ

・
Ｍ
社
会
生
活

7提 能
力
検

査

結

果

出

は

不
要
）

年

度

の
も

の

（
冊
子

の

※
今

和

O

O

O

O

③

言
語
機
能
検
査
結
果

の
写

し

（
言
語
聴
覚
士

に
よ

る

検
査

の
結

果
）

O

×

×

X

⑦

知
能
検
査

・
発
達
検

査

の
写
ｔ

（
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
、

新

版

Ｋ
式
、

日
■

ビ
ネ
ー

等
）

※
２
年

以
内

の
結

果

※ 2

O

O

O

O

⑥
療
育

に
関
す
る
意
見
書

の
写
ｔ

△

△

△

△

⑤

特
別
児
童
扶
養

手
当
認
定

診

断
書

の
写
し

△

△

△

△

④
専
門
医
の
診
断
書

の
写
し

※
病
院

の
様
式
で

可

―△

△

△

△

③

「
個
別
の
教
育
支
援
計

「
個
別
の
指
導
計
画
」

画
」

の
写

し

)(I

△

△

△

△

②

校

（
園

）
内
判
定
報

（告
繕

式

４
）

O

O

O

O

①

【
保
護
者
記
入
書
類
】

実
態
調
査
票

（
様
式

３
）

O

O

O

O

提出種類

言語障害

自閉・情緒障害

学習障害 ※3

注意欠陥多動性障害



―
博
６
１

今和7年度就学支援委員会 申請書類対照表

④通常学級 O=蜂須  △=すでに持っている (愛給 している)場合は挺須  x=不要

※現在、通級指導、支援学級の児童生徒は、「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の作成が義務付けられているため養須。

「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」は、保護者の署名捺印の上で写 しを提出 してください。 (原 本は学校保管)

⑬
保
護
者

の
承
諾
書

（
様
式

５
）

O

②
通
常
学
級

へ
の
異
動

に
係
る

本
人
保
護
者

の
意
見
書

（
様
式

６
）

O

①
様
式
第
７
号

（
医
療
的
ケ
ア
を
挺
要

と
す

る
子
）

×

⑩
各
種
手
帳

（
療
育

・
身
体

・
精
神

）
の
写
し

X

⑨

Ｓ

一
Ｍ
社
会
生
活
能
力
検
査
結
果

（
冊
子
の
提
出

は
不
要
）

※
今
和
７
年
度

の
も

の

×

③

言

語

機

能

検

査

結

果

の

写

し

（
常

語

聴

覚

士

に
触

銘

の
結

果
）

×

⑦

知
能
検
査

・
発
達
検
査

の
写
し

（
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
、

新

版

Ｋ
式
、

日
中
ビ

ネ
ー

等
）

※
２
年

以
内

の
結

果

X

④
療
育

に
関
す
る
意
見
書

の
写
し

×

⑤
特
別
児
童
扶
養
手
当
諷
定
診
断
書

の
写
し
　
　
　
　
，

X

④
専
門
医
の
診
断
書

の
写
し

採
病
院

の
様
式
で

可

X

③

「
個
別
の
教
育
支
援
計

画
」

「
個
別

の
指
導
計
画
」

の
写
し

O

②

校

（
園

）
内
判
定
報
告

書
　
　
　
・

（
様

式

４
）

′

×

①

【
保
護
者
記
入
書
類
】

実
態
調
査
票

（
様
式

３
）

X

提出種類

障害種別

通常学級



様式 I号

○ ○ 第 OO号
今 和 7年 ○ 月○○ 日

糸満市教育委員会

教育長 殿

糸満市立OOO学校(園 )

校 (園)長   ○○ ○○ 印

今和7年度「糸満市就学支援委員会」への資料の提出について

みだしのことについて、別紙の通り該当する幼児児童生徒の関係資料を、本人・保護者

同意のもと提出いたします。つきまして,ま 、「糸満市就学支援委員会」において判定をお

願いいたしまiす。

-27-



様式2 ※学校は下記の校務支援フォルダヘデータを格納十紙媒体も提出 (2回 日以降の提出は紙媒体のみでOK)※ 幼児教育施設は紙媒体のみの提出

【新校務系共若フォルダ >委員会学校共有フォルダ >4ヽ 学校 。大度分校 。中学校 >各学校 >R7.就学支援委員会判定申請書 】

(個人情報保護のため他校のフアルダは開くことができません)

判定申請一覧表(I) 記入例
出書 類 の 確 諷 )学校 (園)名 糸満市立OO学校 (園 )

O:提出  □ :提出予定  X:提 出なし

―
肖
∞
Ｉ

備  考

※提出が遅れる場合
は、終ず「提出予定

理由」を記入する

こ こ

構音検査

Ц

8/15WISC検査予定の
ため、その後提出予定

∪

保

護

者
の

身

F6

○

!

○

ρ

曇

Ψ

通

常

学

級

用

意

見

書

X

×

X

○

×

×

∪

^様
医 式

ケ 第

ア 7
▼

号

○

×

X

×

X

X

∪

各

種

手

帳

O

○

X

×

X

×

∪

Ｓ

一
Ｍ

社

会

生

活

能

力

○

O

O

×

○

□

∪

エ

機

含ヒ

検

査

結

果

X

×

○

×

×

X

∪

ヨW 無

ツ
式  道

○

○

○

×

○

σ

療

§ :
る

×

X

X

×

×

×

∪

特

当

○

O

X

×

O

X

∪

専

F]

医

の

診

断

書

○

X

X

×

○

×

∪

支個

援 別

計 の

画教

等 育

〇

○

X

○

○

×

⑫

就

学校

判 ハ

定 園

報
V

告 内

書

○

O

○

×

○

□

∪

実 困

態保

調 護

査 者

票
W

O

O

O

×

O

新規

または

種別変更

など

支援学級→支援学校

情緒→矢口的

新規

支援学級→通常学級

新規

新規

校  (園,F]キu疋

障

害

種

等

知的

知的

言語

情緒

情緒

支援学校・学級

通級指導教室

の選択

①特別支援学校

②特別支援学級

③通級指導教室

④通常学級

②特別支援学級

②特別支援学級

新

学

年

中 I

′
lヽ 4

′
lヽ 3

′」ヽ2

′」ヽ I

′
lヽ l

生年月日

H17.IO.IO

H20i10.4

H21.5,I

H22.5.15

H23.8.8

H30,4.3

性

別

男

女

男

男

男

男

vS、 りがな

いとまん たろう

しまじり はなこ

おきなわ いちろう

やまだ じろう

しまじり さぶろう

さとう さとこ

名 前

糸満 太郎

島尻 花子

沖縄 ―郎

山田 次郎

島尻 二郎

佐藤 さと子

Nα

I

2

3

4

5

6

7

8

9

iO

II

12

i3

I 4

I 5



①様式3-I

R7年度 糸満市就学支援実態調査票 (保護者用)①
今 和 年

糸満市教育委員会

月      日

【5歳児用】
言己入日

保護者氏名 (記入者)

5歳児

kり 名
な

男

女

生年

月 日

平成

今和
年   月   日 歳   か月

棟峯者負斃 続柄 職 業

現住所

園(施設)名

進学予定校

家族構成

主 に本児の世話に当たっている人

１

２

３

４

特別支援学級 ( ネ見覚

通級指導教室 ( 言語

通常学級

聴覚

聴覚 ・

白閉症

知的

知的 ・

・ 情緒

・ 肢体  ・ 病弱 )

肢体 ・ 病弱 ・ 言語

・  LD  ・ ADHD)

白閉症  ・ 情緒 )
特別支援学校 視覚

※園と相談の上、 1か所にOを お願いします。

本

人

・
保
護
者

の
意

見

′ r苺 “ “

露 増 は 爺 鳴
'と

一 導 磨 磨 ― 魚
… …

蕪
…

寧 厳

鳴
'=====本 人・保護者さまの考えをi具体的にご記入い

:た
だきますようお願いします。

｀ ‐ EHEE喧 ▼ BHdBHJ口 感

“

B霊 0磁 曖
'a

・Ｌ
織
鶴
１

，

気にな っていること、困っていること

1. 出 時

(1)i常分娩  (2)異 常分娩  (ア .鉗子分娩  イ.逆子  ウ。その他 )

2.発逹等が気になり始めた時期   (   歳    力月頃 ・ 気になることはなかPた )

3。 これまで発達について、気になると言われたことや相談したことはありますか。

(1)あ る

(乳幼児検診・ 学校 ・ 児童相談所 ・ 教育センター ・ 大学 ・ 福祉事務所 。 その他 )

(2)ない

4.3で (I)を選んだ方ヘ

捲要があれば、関係機関へ糸満市教育委員会が相談履歴を照会してもよいですか。

(I)はぃ     (2)い いえ

5.下記につと`て持っていますか

(I)療育手帳 (

(2)身体障害者孝中長

(3)精神障害者保健福祉手帳

6.特別児童扶養手当てを受けてヽ` ますか

7.児童発達支援(児童デイ)を 利用 していま

(   I和児

(受 けている

子哲1~ ( 不」用してt｀ る ・利用していない )

所持している場合は、可能な限リコピーを提出し

てください。

は障害名

り歩行が困難なもの)

2級  3級  )

受けていない)

等   級

等   級

障 害 名

等   級

′
′
B

Al i

ユ糾'い
J

‐ _"

(

ヽ
ヽ
韓

r
′ヽ

～



①様式3-|

【5歳児用】 幼児氏名 ( ) 園 (施設 )名 (

糸満市教育委員会

)

家

庭

で

の

様

子

食事

着脱や人浴

,
′
鵬

磯B慮瀬=attE n譲 EO臨 H慮 凛撃車車♯―甲

家での生活の様子や一人でできること。できな

いことなどを教えてください。

苺
、
と
B

日
豫
激

B

・くて
浮

ヽ
才

"

排泄

意思の伝達

ア
I

爆
言葉でのやり取りはどうですか?
単語・二語文・簡単な会話・普通の会話、

言葉はないが、理解の面ではどうか等具体

ヽ

的に教えてください。 B

0日
“
0日とB"′

兄弟や親族等との

関わりの様子

´

占 田 鳳 口 額 ‐ ‐ E電 ‐ B「
"aB'日

〒
瞬 臨 凛

i颯ゴ
家庭露″妃泳畠冤雅宅毅 ださし―

EEB口 、

行動の特性
´
と

‐いい

'

興味。関心の状況はどうですか ? B

I

得
'F奮

8
喩 ‐ 盛

ヽ Bと ぃ _喧 ― B臣 お

“

E‐ EEEO― 電 ′

運動・動作
=′

磐 窮 EEE強

「

磯 歳 Hと い

“

Jと 狙 い 0-― 磯
、

い骨耳ミ
=ミ主it:夏I己二:星:I:こ:lBIir

こつ いて

-30-
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①様式3-2

R7年度 糸満市就学支援実態調査票 (保護者用)

今 和

会

日年

糸満市教育

月

【小学 I・ 2年生用】
記入日

保護者氏名 (記入者)

学級・学年

長
り

宅
な

通常・通級・特支 (  )  年  組 男
　
女

生年

月日

平成

谷和
年    月   日 歳   か月

挟髪者負宅 続柄 職業

現住所
電 話

番 号

白 宅

携 帯

小学校名 担  任

転校予定

家族構成

主に本児の世話に当たっている人 :

１

２

３

４

特別支援学級 ( 視覚

通級指導教室 ( 言語

通常学級

・ 肢体 ・ 病弱 メ
肢体  ・ 病弱 ・ 言語  ・ 自閉症  ・ 情緒 )

。 LD ・ ADHD)

※学校 と相談 の上、「か所 にOを お願い します。

聴覚

聰覚 ・

自閉症

知的

知的 ・

・ 情緒

別支援学校 視覚

´
毎 韓 ― 缶

“

― a― ― E HttB B臨 嵐 コ 皓 工 増 Bお 磨

‐噂E===二 本人う保護者さまの考えを、具体的にご記入い

瞬 ただきますようお願いします。
い
｀ 爾 ― ― ‐ 0重 ― 口 璃 缶 ロ ロ 磨 日 Jと BHa… ― 亀 申

・
４

Ｆ

Ｉ

●

ゆ

って いなつてい

本

人

・
保

護

者

の
意

見

5.下記について持っていますか

(I)療育手帳

(2)身体障害者手帳

″ (1)正常分娩   (2)異 常分娩  (ア .鉗子分娩  イ.逆子  ウ。その他 )

2.発達等が気になり始めた時期    (   歳    力月頃  ・ 気になることはなかった )

3.こ れまで発達について、気になると言われたことや相談 したことはありますか。

(1)あ る

(乳幼児検診 ・ 学校 ・ 児童相談所 ・ 教育センター 。大学 ・ 福祉事務所  。 その他 )

(2)な い

4.3で (1)を選んだ方ヘ

捲妥があれば、関係機関へ糸満市教育委員会が相談履歴を照会 してもよいですか。

(1)は ぃ     (2)い いえ
,
P
I

(Al i

ヽ
1

▼

′

級
　
級

第害

等

等

障

所持している場合は、可能な限リコピーを提出し

てください。
しヽます。

いる場合は障害名

こより歩行が困難なもの)

し

(

(

拶優″
諄

特 .崚 。Ⅲ_ (

ゝ

(3)精神障害者保健福祉手帳   等 級 ( 1級  2級   3級  )

6.特別児童扶養手当てを受けていますか  (受 けている ・ 受けていない)

ウ.放課後等デイサービス(児童デイ) を不」用し亜与`ますか  ( 利用している 。不」用していない )



①様式3-2

【小学 I・ 2年生用】児童氏宅 ( )  小学校名 (

糸満市教育委員会

)

家

庭

で

の

様

子

食事

着脱や入浴

排泄

′
,

ヽ
B

E

E

B

E

E

B

|

特

言葉でのやり取りはどうですか ?
単語・二語文・簡単な会話・普通の会議、

言葉はないが、理解の面ではどうか等具体

的に教えてください。

意思の伝達

兄弟や親族等との

関わりの様子 “:Lユき言F貫ご言
g君手:をBョi二::「:市

:碑

Tl

ヽ_
孝

,

行動の特性 ‐‐r==== ;暴味,関心の状況はギうですか?

｀
い 軍 暉 B工 H臨 ‐ EB中 Ba“ 藤 磯 ロ

と
B

B

疇 ″

運動 `動作

′
L 体の発達・動きの面はどうですか?

B

と
B

,

四‐皓e
‐

｀

I;、 ぃ Haェ _tt B巌 強 と こ _EE口
0-― ‐ ar彗

学習面

,
B

B

T'・
耳=====三二三三二r

ヽ

音読の練習や宿題をさせる時気になつたこ

とや他の兄弟と比べて気になつてし`ることな

どを教えてください。

ヽ
E

I

B

B

につ い の 七ヽ の

-32-



①様式3-3

R7年度 糸満市就学支援実態調査票 (保護者用)

谷和 年

糸満市教育

月

会

日

小学3=0年生用】
記入 日

保護者氏名 (記入者 )【
学級・学年 通常・通級 。特支 (  )  年  組 男

　
女

生年

月日

平成

今和
年   月   日 歳   か月

長
り

宅
な

棟髪者牧斃 続柄 職業

現住所

糸満市
電 話

番 号

自 宅

携 帯

小学校名 担  任

※転校の予定があれば記入する

(
)

′
E…

……
Ⅲ

ヽ

何 らかの事由力`あるときのみ 保護者に代

母 人 、
わり代理者が記入してください。

その他
l_

ⅢⅢ ,″rE― 麟颯-4‐ 口 麟 け
…

口′

祖父   祖母

主に本児の世話に当たっている人 : 代理記入者 : (本人 との問柄 : )

転校 。進学

1予定

家族構成

１

２

３

４

.特 別支援学級 (視覚

. 通級指導教室 ( 言語

。 通常学級

聴覚

聰覚 ・

白閉症

知的 ・ 肢体  ・ 病弱 ・ 言語  ・ 白閉症  ・ 情緒 )

・ 情緒  ・ LD ・ ADHD)

※学校と相談の上、 1か所にOを お願いします。

.特 別支援 ( 視覚 知的 ,・ 肢体  ・ 万霜号3  )

ヂ
ロ ー 毎

“

磨 缶
"'凛

薔 磨 贔 BE「 a四 傷
“

譲 轟
"ゆ

‐TE===二 本人・保護者さ事の考えを、具体的にご記入い

骨ただきますようお願いしますよ
彗
単 OB日 と い ― ― ~「

“

B4-E― 口 BEE口 い 0麟

一
と
Ｂ
‐

．
，

い ることこと、って い|こ つ

本

人

・
保
護

者

の
意

見

チ

E― 四 瑾 ― 歳 ― ― B確 と BHOい 嘉

=,「

0'薄 ―
、

(1)正常分娩  (2)異 常分娩  (ア .鉗子分女免  イ.逆子  ウ。その他 )

2.発逹等が気になり始めた時期   (   歳    力月頃 ・ 気になることはなかった )

3。 これまで発達について、気になると言われたことや相談したことはありますか。

(I)あ る
‐

(乳幼児検診 ・ 学校 ・ 児童相談所 。教育センター 。大学 ・ 福祉事務所 ・ その他 )

(2)ない

4。 3で (I)を選んだ方ヘ

捲要があれば、関係機関へ糸満市教育委員会が相談履歴を照会してもよいですか。

(1)は t｀  ́  (2)い い え

5.下記 にっいて所持 または受給 していますか

(1)療育手中長          等   だ

等   級

(2)身体障害者手帳
       障 害 名

(3)精神障害者保健福祉手帳    等   級

AI

P
彗
程
H

所持している場合は、可能な限リコピーを提出し
てください。

議長戴鷺戴ゑ類

')

t
H

B

B

薔

“
]

「

6。 特別児童扶養手当てを受けていますか  (受 けている 。

7.放課後等デイサービス(児童デイ)を 利用じ鸞 ヽ
~｀

ますか  (

下
騨

″β

( I級
｀

甍 拗 げ

確 瞬

ご 蘇 ぅ

甲 r瀬 ― 磨 藤 薔 瞬 口 鳴 工 Eけ 癖
…

′

受けていない)

不」用している 。利用していない )

(



①様式3-3

【小学3-6年生用】児童氏名 ( )  小学校名 (

糸満市教育委員会

)

ti“……攣虐エーー韓n歳と「
お鎌̀“ほ…れと輩デ

宝
厨

家での生活の様子や一人でできること・できな

いことなどを教えてください。
基本的な

生活習慣

E、

二

Ⅲ
′

取り1まどうですか?
・簡単な会話・普通の会話、

いがて理解の面ではどうか等具体

てください。

rar B盛
囁 a盛 嘉 口 藤 寄 BE口 =雲

四 瞬 rBE

要書足岳i響鏡勢サ。
ヽ B ′

と B爛 磯
、

兄弟や親族等
′
との関わりの

様子

e

離
お
′

´
磨 癖 BB8口 BBB鵬 啜 雪 麒 HB爾

ぃi興味・関心の状況はどうです力ヽ?
と,■

=== ti…

… …
四 E E Я tta,Ⅲ ,醸 暉 i工 霞 ‐

こついて

-34-
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①様式3-4

R7年度 糸満市就学支援実態調査票 (保護者用)

今 和 年

糸満市教育

月

会

日

【中学生用】
言己人日

保護者氏名 (記入者)

学級 。学年 通常・通級・特支 (  )  年  組 男

女

生年

月日

平成

今和
年    月   日 歳   か月

氏
リ が な

名

株髪者負名 続柄 職業

現住所

糸満市
電 話

番 号

自 宅

携 帯

中学校名 担 任

( 〉爆X読猿2孟定が麟 雌 盈
i

何らかの事由があるときのみ、保護者に代

母 わり代理者が記入してください。
〔

祖父   祖母 その他

か''Ⅲ
Ⅲ

)
主に本児の世話に当たっている人 代理記入者 : (本人 との間柄 :

転校予定

家族構成

(

(

(

１

２

３

４

特別支援学級

通級指導教室

通常学級

聴覚

聰覚  '

白閉症

知的

知的 ・

・ 情緒

・ 肢体  ・ 病 弱 )

肢体  ・ 病弱 ・ 言語  ・ 自閉症 ・ 情緒 )

。 LD  ・ ADHD)

※学校と相談の上、1か所にOを お願いします?

視

視覚

言語

別支援
本

人

・
保

護

者

の
意

見

´
瞬

… … r顧 ― ― 郎 ― BHaBHBEE“ い コ

“

は 日

‐齋
====二 本人・保護者さまの考えを、具体的にご記入い

:た
だきますようお願いします。

↓
Ｂ

け
と

，

こ とって いっているこ”
】

1.出 産時

(I)工常分娩   (2)異 常分娩  (ア .鉗子分娩  イ.逆子  ウ。その他 )

2.発逹等が気になり始めた時期   (   歳    力月頃  ・ 気になることはなかった )

31こ れまで発達にちいて、気になると言われたことや相談 したことはありますか。

(I)あ る

(乳幼児検診 ・ 学校 ・ 児童相談所 ・ 教育センター ・ 大学 ・ 福祉事務所 'そ の他 )

(2)ない

4。 3で (I)を選んだ方へ

捲要があれば、関係機関へ糸満市教育委員会が相談履歴を照会 してもよいですか。

(I)はぃ     (2)い いえ

5.下記について持っていますか

(1)療育手帳          等   級

(2)身体障害者手帳

(3)精神障害者保健福祉手帳 ( I級  2級   3級  )

6.特別児童扶養手当てを受けていますか  (受 けている 。 受けていない)

7.放課後等デイサービス(児童デイ)を 利用し3うぃますか  ( 利用している・利用していない

級

名
　
級

．

口
虫
ロ

等

障

等

)



①様式3-4

【中学生用】 生徒氏名 ( )  中学校培 (

糸満市教育委員会

)

家

庭

で

の

様

子

基本的な

生活習慣

宝 賓靴 醒 琵獄 fで
きることできな

|

H

ヽ
1

澪
段
E

博
B

ヽ

「

P
″

運動 !動作
体の発き

科
きの副まうですかI  I

B

~  
｀ 一 奮 璃 磨 歳 選 ¶ a― 疇 造 雪 H…

… …
― 妻 ― ― 置 確 二 緻 ′

意思の伝達

′                  r
B

E

4

言葉でのやり取りはどうですか?
単語・二語文・簡単な会話・普通の会話、

言葉はないが、理解の面ではどうか等具

体的に教えてください。

ヽ
4

兄弟や親族等
との関わりの

様子

′
麟 一番関わりのある家族との様子や、

家庭での人との関わり方を教えてください。

ヽ
4

麟
E

E

「
,

B

く

行動の特性

r.工.とこ
iコ盈E・

関心の状押はどうですか?ェ
:

学習面 ‐磐″■E

′

暉 麟 層

…

雪 爾 ‐ い 薇 日 ,巨 磯 BH口
r翻

碩 ―

“

‐

二=f笠嘲写鷲 Υ 坤
｀ Eと

“

n― と BBE工
“

rH嘱 重 d“ 雪 暉 颯

“

φ

ヽ
B

脅
1

情
′

につ いて

-36-

のの 一
ヽ い こ



②様式4ヶ l

【5歳児用】

R7年度 園占就学判定報告書 (園用猟砂
ください

糸満市教育委員会

月      日

園宅・園長培

記入 日 今和 年

。 肢体  ・ 病弱 )

肢体 ・ 病弱 ・ 言語 。 自爾症 ・ 情緒 )

。  LD  ・ ADHD)

※本人・保護者 と ふ 脚 蝉 腱 上 と

１

２

３

４

別支援学校 (

特別支援学級 (

通級指導教室 (

通常学級

果に至 った

繊
械
講

聴覚

聴覚 ・

自閉症

知的

矢目的 ・

・ 情緒

'障
害の状態、教育的ニーズ、茄

'1 i景寧貿今剥 士弩猛希霊聴場瑞奈式
ェ』 露亀娩aケ屋連軍嘉壇索昂空蜃講詔付と守苺

====主
ヽ

無 ミ
,

域の状況、保護者や専門家の意見等

を踏まえ決定

路
,

E

B

てくださいと

,HEEIB' 爾零
「

“マ颯壇a…口“
H

B

〕

r
預どのような面で介助が必要なの

Iか ?具体的に記入すること。
B

の
B

式
可能な範囲で、障害理解の状況や

心身の健康面、家庭の状況等を記

Ｂ

ｔ

Ｂ

′

歳   か月平成

今和
年   月   日

男

　

女

生年

月日

5歳児

kり 名
な

職業続柄挟髪者負宅

担  任
電話番号園(施設)名

※転居の予定があれば記入する

※進字先は通学区域を確認 しt指定校を( )小学校進学予定校

国

内

就

学

判

定

の
結

果

2.一部介助

3.声 かけ 。見守 り

4.完全に一人でできる

食事

2.一部介助

3.声 かけ・見守 り

4.完全に一人でできる
１

２

３

.一部介助

.声 かけ・見守 り

4.完全に一人でできる

サ
喜
輌
日

■`ミ
==:fi

言葉でのやり取りはどうか ?

単語・二語文・簡単な会話・普通の会

話、言葉はないが、理解の面ではどう

か等具体的に記入すること。

段

巌

Ｅ

Ｉ

隅

―

ア

ヽ
ヽ

2.簡単な指示は理解でき

るが、発語がない

3.単語が数個言える

4.簡 単な会話がで きる

5.普通に会話ができる

交遊・遊び・決ま

りを守る等の様子

_雪 「 興時 酌いの状況

:::

B

ヽ
主

爆

B

蔭
B

への参加の状況

・積極性、促しで参加可能か?
・ルエルの理解は?

行動の特性

→rF==               と

'



②様式4-2

【小学 1・ 2年生用】

“

※この資料の内容を保護者へご確認のうえご提出して

R7年度 校 内就学判定報告書 (学校用) ①
記入 日  今和 年

糸満市教育委員会

月      日

学校名・学校長名

そ の

:蕊斌舌}
“

つことなど

学級 学年

kり 名
な

通常・通級・特支 (  )  年  組 男 生年

月日

平成

今和
歳   か月年   月   日

女

=p
職業

現在の在籍学級、通級の状況を記入する。

担 任

棟亀者負密
学校名

転校予定 (い つ 。どこへ )  ※転校の予定があれば記本する

校

内

就

学

判

定

の
結

果

2.一部介助

3.声 かけ 。見守り

4.完全に一人でできる

特別支援学級 ( 視覚 ‐ 聰覚 ・ 矢口的 ・ 肢体 ・ 病弱 ・ 言語 ・ 白閉症 ・ 情緒 )

通級指導教室 ( 言語  。 自閉症  ・ 情緒  ・ LD ・ ADHD)

１

２

３

４

Ｂ

Ｅ

ユ

亀
爾
B

B

B

B

特別支援学校 ( 視覚  。 聴覚  ・ 知的 ・ 肢体  ・ 病弱 )

至 つた

※本人・保護 酋照Iか お願いを談の上、B

J

通常学級

意見等を踏まえ決定。

ます。

具体的かつ客観的判断に基づく根拠を示

すようにしてください。(WttCや新版K式等

の検査結果や専門医の診断書等)

※根拠として報告する資料は必ず添付し

てください。

軍竃豊擦票減夏塞薯罵葺詠 |  |

2.一部介助

3.声 かけ・見守 り

4.完全に一人でで る

面

2,一部介助

3.声 か :す ・見守 り

4.完全に一人でできる

るが、発語がない

3.単語が数個言える

4.簡単な会話ができる

5.普通に会話ができる

1巨藝二撃 瑠雪鍾撃亀通あ基話、
ど 言葉はないが、理解の面ではどうか等具

Ｂ

Ｂ

Ｉ

Ｅ

Ｅ

Ｉ

′

に記入すること。

簡単な指示は理解でき

I

2

意思の伝達

交遊・珪び・決ま

りを守る等の様子

集団への参加の状況はどうですか?
い積極性、促しで参加可能か?
・ルールの理解は?

B

I

日
[

B、

こ

==

つ「
よ況関心の状興味f

嘩

4こ
B

H'
行動の特性

と
は

_尋
の面は ?運動・動作

′        ′
厨

J■91-‐ い工……
ど

可能な範囲で、障害理解の状況や心身の健康

面、家庭の状況等を記入

Ｂ

薄

１

′

一

と の a転

ヽ



②様式4-3

【小学3-6年生用】

※この資料の内容を保護者へご確記のうえご提出

翻
い

R7年度 校内就学判定報告書 (学校用

記入 日  谷和 年

糸満市教育委員会

月      日

学校名・学校長名

通常・通級・特支 (  )  年  組
歳   か月平成

今和
年   月   日

男

　

女

生年

月日

学級・学年

kり 名
な

職業

担  任

現在の在籍学級、通級の状況を記入する。

,´
´

、柄
ｉ
続
・

予
'

転校・進学

予定
)(

※進学先は通学区域を確認しt指定校を

入する

・ 肢体  ・ 病弱 )            |

肢体 ・ 病弱 ・ 言語 ・ 自閉症 ・ 情緒 )

・  LD  ・  ADH9 )

※本人・保護者 と相談の上、 |か所にOを お願い します。

具体的かつ客観的判断に基づく根拠を

示すようにしてください。(WttCや新版K式

等の検査結果や専門曝の診断書等)

※根拠として報告する資料は必ず添付し

てください。

１

２

３

４

た
教育的二一

Ц
ヽ

ヽ
つ 根拠至 ′

″
果結

ズ 学校障害の状態
の況 、の 状 保護者や専門家や地域

等を踏まえ決定意見

聰覚

聰覚 ・

白閉症

知的

矢口的 ・

・ 情緒

特別支援学校 ( 視覚

特別支援学級 ( 視覚

通級指導教室 ( 言語

通常学級

校

内

就

学

判

定

の
結

果

自立・介助・一部介助なのか?
どのような面で介助が必要なのか?

i

B

B

曇

，

Ｆ
2,一部介助

3.声 かけ・見守 り

4.完全に一人でできる

基本的

生活習慣

2.簡単な指示は理解でき

るが、発語がない

3.単語が数個言える

4.簡 単な会話ができる

5.普通に会話ができる

は る

運動・動作

交珪・遊び・決 ま

りを守る等の様子

‐ 磯
`4お

麟 と E4CraHEEE― B4臨 ′

r麟
鷹 EET瞬 薦 重 瞬 瞬 盛 瞬 館

、

ェ 評 工 坐 翌 翌 玉雪ゴ

げ
E

E

蔭
磯

工 摩 里 噺ェ車ゴ
E

I

…
j

集団入の参加の状況

・積極性、促しで参加可能か ?
・ルールの理解は?

行動の特性

秀でたものや日立

つことなど

｀ 山 BH― B館 ロ ロ 廟 麟

その

t

B

H

4
′

′
″

T
ヽ
み

四

騒

彗

学

校

生

活

の

様

子

等

´
お

■
種
停
ヽ

ゝ
Ｉ
Ｂ
選
Ｂ

，

との

轟ぃ
「

重置====二
三二こ
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可能な範囲で、障害理解の状況や心

身の健康面、家庭の状況等を記入



②様式4-4

【中学生用】

※この資料の内容を保護者へご確認のうえご提出し

R7年度 校内就学判定報告書 (学校用)

t｀

記入日  今和 年 月

｀
糸満市教育 員会

日

学校名・学校長名

学級 。学年

長
り

宅T

通常・通級・特支 ( ) 年 、組 男 生年

月日

平成

谷和
年    月   日 歳   か月

,'´

,' ′
▼ 女

者
り
護

ふ
保

が
工
哄

現在の在籍学級、通級の状況を記入する。
4

B 職業

学校名 学校電話番号 担  任

転校予定 ( )   ※転校の予定があれば記入する

I.特別支援学校 (「視覚

2.特 別支援学級 ( 視覚

3.通 級指導教室 ( 言語

4.通 常学級

聴覚

聴覚 ・

自閉症

知的 ・ 肢体  ・ 病弱 )

知的 ・ 肢体 ・ 病弱 ・ 言語 ・ 白閉症 ・ 情緒 )

・ 情緒  ・ LD ・ ハDHD)

※本人・保護者 と相談の上、 Iか所にOを お願いします。

Ｂ

Ｉ

Ｂ

Ｂ

コ

ー

′
′

具体的かつ客観的判断に基づく根拠を示

すようにしてください。(Wttcや新版K式等

の検査結果や専門医の診断書等)

※根拠として報告する資料は必ず添付し

てください。

結果に至つた根拠 〆
磋
と

ゝ
ヽ

▼
口
'

ヽ
こ
こ障害の状態、教育的ニーズ年学校

B

臓
ど暮賛攣客越望覧長藍耳

や〒門家q上どミ

校

内
就

学

判
定

の
結

果

学

校

生

活

の

様

子

等

基本的

生活習t慣

i.全面介助

2.一部分助

3.声かけ・見守 り

4.完全に一人でできる

rE目垂弓品扉二桑歴扇野憑あ示IT‐
4 れ 日 ‐ 撃 、

|

臨r宝
=七

どのような面で介助が必要なのか?
B

1

と

意思の伝逹

!.発声はある

2.簡 単な指示は理解でき

るが、発語がない

3.単語が数個言える

4.簡単な会話ができる

5.普通に会話ができる

はどうか?

蜃
、

B

・普通の会話、言葉はな

‐Ⅲ
=下:王

いが`理響の面ではどうか等―
ヽ_

運動・動作

′
韓 臣 囁 ‐ 4顧 爾

“

難 BB囁 霞 凛

、

‐ ピ堅 ::口二r
H

烹
集団への参加の状況

“積極性、促しで参加可能か ?
瞬
E

感交遊・遊び 。決ま

りを守る等の様子

行動の特性

F“ ‐aE口 田い口 ‐Bロ エ凛
i

.,Frt避登里望管聟ど4E'

国語 その他の

ヽ
1 ▼

r
ヽ

B

B

r

B

学習面 秀でたものや目立

つことなど

▼, 上 …
′ヽ

…

|

B

可能な範囲で、障害理解の状況や心身の健

康面、家庭の状況等を記入
B

日
B

と の

-40-
毎ヽ



児
里

氏名 糸満 二郎 学年 学級 担任

生年月日 平成22年 10月  日 1 1 上ヒ勇言

住所 糸満市潮崎町 1-1-1 2 2 金城

3 3 真謝

保
護
者

氏名 糸満 一郎 4

職業 会社員 5

連絡先 090T× ×××―OXOX× 6

家
庭
環
境

欠
席 出
数席
を状
入況
力

氏 名 続 1 u 備 考 【1呆 者・〕 生の 関 |

糸満 ―郎 父 会社員 へ の ヽ。

母親

10

支援の対象となる児童への理解

や接し方の様子、支援の手立て

を考える時の手がかりとなりそう

な事柄を記入する。
1

糸満 花子 母 パー ト

糸満 次郎 兄 中学 1年

月 4 5 7 8 9

1 0 0 1 0 2

2 0 0 0 0 0 0 予 V

3 0 0 1 1 1 0 0 1 0 2 1 7

障
宝

名
等

π診断名 (障害名)診断日・診断機関】

・ 自閉スペク トラ
・境界知能

(H27年 9月 19

ター)

生
育
歴

相
談
歴

,3歳児健診で言
―

を指摘され

る。             ・ 3歳よ

り発達支援センターOOの通国療育

就学前にこども医療センター受診。「こ

だわりの強さ」、「ていねいで分かりや

すい説明の大切さ」を

諸
検
査

良
tヽ

面

面目に取 り組み、やり 動 まできちん

遂 げ
「学習面J「行動面」等のそれぞれの観点から、対象児の得意なことや好きなことなども記入

する。具体的な支援の手立てを考える際の有効なヒントとなることがある。

・同じ服や持ち物にこだわりすぎ

ることがある。
要
改
善
の

面

,時間や状況に応じ
て課題を切り上げる
ことが苦手である。

・学級の他児重の
些細なルール違反
について言い続け
ることがある。

・行事や予定の変

更を極端に嫌が
り、教室から出る
ことがある。

③【学校用】記入例  個用uの教育支援計画

十 1 プロフイールシTト

○○○学校 作成担当者 :OO

(令和  2年  3月  日)作成

-41-
糸満市教育委員会



長期目

。こだわりを軽減し、見通しをもった学校生活を送
・他児童とのトラブルを少なくし、

3年スパンで設定する目標を記入

すると学校生活への適応、将来の

自立を考えた時、どのような力を身

につける必要があるかの観点から

設定する。

短期目

支
援
目
標

・落ち着いて予定変更を受け止め.対応できる態度
・協力学級でのスムーズな授業参加、週 3日 以

主な支援方針 D支援内容

長期目標を達成する過程をス

モールステツプで想定し、1年ス
パシでどの段階まで目指すのか

を示す。   |

伝え方を約束

を約束す

夫する。

学級担任学
級

ン

したし t 葉で表記 予定の 理解の やす本児
はル違反等の指摘ル

i 教師里他児 の

ので フ卜 ル をプ 防 ぐ協 学級力 内支援学級、し

を準備 しク ルダの 所の 場ウt う t しら 時た

る学

校

校

内

を し、共有の約と 項束事本児ので り取 組み学級内
′い感を安しや 与を えまへ励 賞賛の と 本児た支援 実施

ヘ の 理 すを促の の特性等 解周や 辺児童 本児学年児童

・他児童との トラブル等について本児の気持ちを受け
・学校行事や家庭での予定変更など、学校と連携し伝え

家

庭

援
容
入

のためし、その

主な支援内
担当者を記

方針、
、支援
する。

福

祉

るよう配慮した対応を行う。
・異年齢の幼児、児童生徒との放課後の活動で本児

して自己肯定感を持たせる。

のし、

医師、心理士。定期受診の際の療育栂談、生活相談でフォローアツプしていく。

関
係
機
関 医

療
等

以上の内容について同意いたしました。  令和 年 月 日  保護者名

1年間の支援の成果を、支援関係者全体で評価し、記入する。

引継事項を含め次年度以降の計画作成の基本情報となる。

援

評
価

ド
引
継

事
項

Iプロフィールシート、‖支援シートの内容及び評価について確認し、関係機関への情報提供について同意いたし

ます。
令和  年  月  日 保護者名               印

⑥【学校用】記入例 個別の教育支援計画 ooo学 校 作成担当者 :OO

(令和  年 月  日)作成

(令和  年 月  日)評価

Ⅱ 支 援 シ ト

本年度の個別の教育支援計画について、保護者に説明、情報提供同意について確認しました。
令和  年  月  日 学校長名         ,   公印

-42-
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自分の思いや考えを伝えることができる。 評価

各教科等の風標を踏ま

え目標達成するための

具体的で評価可能な内

容を設定しましょう。

(下学年または特別支

援学校学習指導要領の

各教科の目標を参考)

各教科で育も`資質 B能

力の育成に向tすて意欲

を持ち、主体的に学習

活動に取り組む内容を

具体的に記入しましょ

う。

各教科の児童の目標を達成する

ためにどのような支援が必要か

記入しましょう。

(側)言葉かけ、写真与絵カー

ド、手順表、拡大錢、FMでイク

学習環境、教材教具の工夫、コ

ンピュ…夕ilや情報通信ネット

ワーク等

各教科の本人の

様子 (実1態)を記入

しましょう

評価については瞑標の評価と手立

ての評価があります。日標は児童

等を主語に手立ては教職員を主語

にして書きます。

評価の基準を設けて記号で記入す

る場合もあります。(例 I目 標達成

率によって 50%未満△、50%以上

③、75%～80%◎

自立活動 (自立活動の時間及び教育活動全般奪瀬して行う)‐

,「教育支援計画の自標 (短期目標)(長期目標)|を踏まえて自立活動の

O～⑥までの観点を取り入れた日標を設定しましょう

①健康の保持 ②心理的安定 ③人間関係の形成 ④環境の把握

⑤身体の動き ⑥コミュニケーション

*具体的内容は学習指導要領27項目を参照

個別の指導計画 (例)～小学校 Ver～ (1年間or l学期間))

長期目標 集団の中で過ごすことができるようになる。 短期目標

③学校用参考様式

国語

算数

生活

楽

図工

体育

道徳

自立

活動

作成担当者 OOOO〇年O組  糸満花子
学校長

Π
ＩＪ

Ｅ
ト

Π
Ｐ

ｒ
ト以上の内容に同意いたします。  保護者氏名



支援の ③学校用記入例
ひらがな、カタカナ

リン トを準備する。簡単な単語とその

単語を使った 2文語のなぞり書き用の

プリントを準備する。

カタカナが

書けるようになって

きた◎。2文語が少し

ずう書けるようにな

ってきたO。 継続的に

学習する。

2ケ タの足 し算は間

違えることなくでき

るようになってきた

◎。 2桁の減法は今後

も継続 して練習 して

いく△。

横断歩道に飛び出す

ことはなくなったが、

いつ渡ればよいか迷

っている様子がうか

がえる○。

植物にとても興味を

持ち、お花があるとこ

ろに自分から駆け寄

って観察するように

なってきた◎。

100円 玉を持って

コンビニで買い物が

できるようになった

ドリルを使って 2桁の加法、減法の計

算を練習する。 1円玉 10個と 10円

玉、100円玉 10個を準備。(プ リン

トしたお金)を使って加法、減法の計算

をする。プリントを使って加法減法の

計算を練習する。

横断歩道や信号機、横断歩道橋の渡り

方等を実際に歩き体験しながらルール

を覚えていく。家庭と連携して歩道の

渡り方を学習していく。

季節の花 (タ ンポポtシロツメクサ、パ

ンジー等)身近に咲いている花や草木

を実際に育て観察し触れ、植物が生命

を持って成長していること。また電子

黒板や花の模型を使って花のしくみや

成長を確認する。        .

地域のお店まで交通ルールを守りなが

ら歩き、お金を使って買い物学習をす

る。事前に店員とのやり取りをお願い

児童の活動

ひらがな、カタカナのドリル学習

を練習し、簡単な文章が書けるよ

うになる。

数の概念を学習し1桁、2桁までの

足し算、引き算の ドリルを行う。

1、 10、 100円玉を使い加法・

減法を行う。

公共物や公共の乗り物について理解

し、集団でのルールを学ぶ。

身近に咲いている花や車木に触れ、

花の仕組みを観察し興味・関心を引

き出す。

身近な人々 (コ ンビニで買い物)と

コミュニケTシ ョンを図ることがで

きる。

児童の様子

ひらがな、カタカナを一生懸

命獲得 しようと練習中であ

る。自分の思いや考えを友達

に伝えることが苦手である。

お金の計算に興味を持つて

いる。

一人でいることが好き。

自動車にとても興味があり、

バスの番号や行き先をすべ

て覚えている。

集団への活動を苦手とする。

植物について興味関心が低

tヽ。

音に敏感で騒がしい音や大

きな音にはパニックを起こ

す。

買い物が好きで一人でコン

ビニに買い物ができるb

児童の日標

自分の思いや考えを

伝えることができる

ひらがな、カタカナ

の読み書きができる

加法、減法の意味に

ついて理解し計算が

できる。

身近な人々、社会〔

及び自然との関わり

に気づき、集団で安

全に行動することが

できる

買い物学習を通して

持つているお金

(100円 )で買い物

教科

国語

算数

生活



園
児

氏名 糸満 二郎 作成日 令和 年 月 日

生年月日 平成22年 10月  日 作成担当者

住所 糸満市潮崎町 1-1-1
年齢 学級 担任

保
護
者

氏名 糸満 一郎 3 うさぎ 比嘉

職業 会社員 4 きりん 金城

連絡先 090-X× XX―OXOX× 5 ぞ う 真謝

家
庭
環
境

欠
席出
数席
を状
入況
力

I蛋3雪 続 柄 備 考 1呆 者・ 夙 生の 関 | ,り ′

糸満 一郎 父 会社員 とヽ。

・母親は児童の養育に熱心であるがこ疲弊した様子

も見られる。

10

支援の対象となる幼児への理解

や接し方の様子、支援の手立て

を考える時の手がかりとなりそう

な事柄を記入する。

糸満 花子 母 パ…Ⅲト

糸満 次郎 兄 中学1年

4 5 6 7 8 9

3

4

5

障
宝

名
等

【診断名 (障害名)診断日・診断機関】

。自開スペクトラム症
・境界知能

(H27年 9月 10日 県立こども医療セン

ター)

【健康状態】
良好

類・交付日

身体障害者手帳  種  級
療育手帳 Al A2 BI B2
精神障害者保健福祉手帳  級

・級など】
交付 日
交付 日
交付 日

生

育
歴

相

談
歴

の い ・

る。
・ 3歳より発達支援センターOOの通国

療育・就学前にこども医療センター受

診。「こだわりの強さ」、「ていねいで

分かりやすい説明の大切さ」を指摘され

・友達と仲良くし、勉強も頑張りたい。

願 い

る。

実施した検査を記入する。

実施日、実施者 (期間)等

も記入しておく。

全IQ 70   VIQ
能検査 (H27,9. P Q 72

5

言語理解68注意記憶70知東統合
・CA  5-6    SA  4「7速度7

69

諸
検
査

良
tヽ

面

で に しい 用 し、

目に取り組み、やり まできちん

「学習面」「行動面」等のそれぞれの観点から、対象児の得言なことや好きなことなども記入

する。具体的な支援の手立てを考える際の有効なヒントとなることがある。

の の

て課題を切り上げる
ことが苦手である。

些細なルール違反
について言い続け

更を極端に嫌が

り、教室から出る
ことがある。ることがある。

ることがある。要
改
善
の

面

③園用記入例

I プロフィールシート

個別の教育支援計画

OOこども園

-45エ
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③園用記入例 個別の教育支援計画

Ⅱ 支援シート

本年度の個別の教育支援計画について、保護者に説明、情報提供について確認しました。

令和  年  月  日 園長名

oOこども国

公 E「

園児名 作成担当者

作成日 令和 
｀
年  月 日

評価日 令和  年  月 日

長期目 3年スパンで設定する目標を記入す

る。学校生活への適応、将来の自立

を考えた時、どのような力を身にっ
ける必要があるかの観点から設定

する。
だわりを軽減し、見通しをもった学校生活を送る。

児童とのトラブルを少なくし、良好な友人関係を築
支
援
目
標

他

短期目

・落ち着いて予定変更を受け止め、対応できる態度を養
長期目標を達成する過程を不モー

ルステップで想定しも1年スパンで

どの段階まで目指すのかを示す。・協力学級でのスムーズな授業参加、週 3日 以上

主な支援方針 。支援内容

学
級

・他児童のルール違反等の指摘は、教師への代替的な伝え方を約束し、
ぐ。

支援
学級担任

学級 t 協力学級内での トラブルを防
ヽ

園
内

・学級内での取り組み、本児との約束事項を共有し、足並みをそろえた支援

の実施と、本児へ励ましや賞賛を与え、安心感を持たせる。
・学年児童や周辺児童への本児の特性等の理解を促す。

管理職
学年職員
支援員

家
庭

:他児童とのトラブル等について本児の気持ちを受け止める。
・学校行事や家庭での予定変更など、学校と連携し伝える。

関
係
機
関

福

祉

・学校と連携し、学校や放課後の生活に流れを本児が混乱なく理解するよう

配慮した対応を行う。
・異年齢の幼児、児童生徒との放課後の活動で本児の役割等を正夫し、自己
告 帝 威 歩 棒 オ 壮 ム ^

放課後等デイ
事業所職員

医
療
等

プしていく。
医師、心理士

以上の内容について同意いたしました。   令和  年  月  日  保護者名 E日

支
に援
引の
継評
ぎ価

~
た及
いび
こおヽ
と学

校

1年間の支援の成果を、支援関係者全体で評価し、記入する。

引継事項を含め次年度以降の計画作成の基本情報となる。

Iプロフィールンート、 ‖支援シー卜の内容及び評価についてし、関係機関への情報提供について同意いたしま

す。

令和  年   月  日 保護者名 Eロ

-40エ
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③園用記入例 個別の指導計画

Ⅲ ( OOこど

以上の内容に同意いたします。 保護者氏名
ｎ
ｌＪ

の

令和 年  月 日作成日学級名園児名

加配教諭名担任名

学期の目標

*相手の気持ちに気づきながら行動できるようになる。

日自分の好きな遊びを見つける
日自分の思いを伝えることができる。

1学期 (期間 4月 ～8月 )

評価 ◎O△
(今後の課題等)

ね らい
具体的な対応

(方法日環境日支援等)
園児の姿領域

嫌な気持ちを「イヤ」と

言葉で伝えることができ
るようになつてきたO
体を動かすことが苦手
だが声掛けで少しづつ
参力日できるようになつて
きたO

自分の気持ちを
言葉で表現する。
体を十分に動か
し進んで運動しよ
うとする。

体を動かす遊びを自ら取り組んでいる
ときには店頭や安全面には十分に配
慮しながらその姿も認めて見守つてい

く。健康

体を動かす遊びが好

きで虫取りや雲梯で

遊ぶ姿が見られる。

新しい遊びには声掛
けが必要

好きな遊びに夢中にな

り、次の活動に移る時
に時間がかかる。△

教諭から声をかけられ
て少しづつ遊びに入れ
るようになつてきた。O

いろいろな遊びを通してルールを身に
つけ、友達との関りの中で相手の気持

霊籍 魂憂鴎 蛾
の気持ちや相手の気持ちを代弁し指

導に入る。ペエスについては事前に活

動の内容や、時間について知らせる。

友逗や供育教訥
と一緒に過ごすこ
とを楽しむ中で

様々な遊びに興
味関心を持つ人間関係

自分の好きなブロック
や虫取り遊びは集中
して取り組むことがで

きる。自′刀`から友達を

誘つたり声をかけるこ

とがあまり見られない

興味関心がある方へ

急に走り出すことがあ
る。危険画避に向け `

て自己ヨントロールを
身につけていく必要
がある△

安全に気を付け
ながら行動するこ
とができる

どのようにしたら安全なのか、どのよう
な行動が危ないのか声かけやモデリン
グやロールプレーを通して支援する。

急に立ち■がつたり
走り出したりする方向
転換をしたりすること
がある。蹟いたり転倒
も見られる |

環境

自分の気持ちや考え
を少しづつ話せるよう
になつてきた。表出言
語と絵カードを併用し
てコミュニケーシヨン
カをつけていくO

自分の気持ちを
や考えを伝えるこ

とんミできる

絵万子ドや、写真等を使つて何を伝え
たいのか示しながら、言葉を添えるよう
支援する。また教師の言葉を真似て発
語を促す。     i

困つたことをどう伝え
てよいかわからずに
背を向けることがあ
る。言葉

られ、嬉しそうである。

や手遊びの模倣は

つくり本人のペースに合
り組んでいくO

で、先生 達からほ

ばして自己肯
めていく。◎

小集回又は学級で絵の鑑賞会を開き、
それぞれの出来栄えを見せ合い表現
する楽しさを称賛しあう

模倣が苦手なのでダンスや手遊びの

際はは一つ一つ丁寧に指導する。

たことを自分なり
に表現して楽しむ

全体活動も参加
し活動の楽しを共
有できるよ引こす
る

え

表現

製作や絵をかくことが
好きで好きな魚や昆
虫を自分なりに表現
することを楽しんでい
る3手遊びやゲンス歌
は苦手意識を持つて
いる

覚教材を使いながら
コミュニケーションカ
を引き出していく。引
き続きソーシヤルト
レ=ニングを継続して
行つていくO

どう伝えてよい
のかわからない
ず諦めることが
ある。

絵カードや写真を用いて自分の考えや

思いを伝えていく。
先生が本児が伝えたい気持ちを代弁
するもその後本児が言葉にして発し言
葉で伝える方法を理解し習得できるよ
うにしていく。自らできたときは称資し
次への意欲につなげていくとこのような
ソニシヤルスキルトレーニングを継続し
て行う。

自立活動

自分の思いや考えを
相手に伝えることがで

きるようにする
(コミュニケーションの

育成 )
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様式第 4号 ④この様式は特別支援学校申請用。下記内容の記載があれば、病院の様式でも可。

特別支援学校以外の申請については、様式は問いません。

専 門 医 の 診 断 書

現住所

平成   年   月   日生氏 名

病 名
障害名

所 見

(障害の状態、配慮すべき事項等を記入してください)

′せ理検査結果のみの記載ではなく、

児童生徒の障害の状態や配慮事項のわかる最

新の内容が記載された方が望ましい。

主障1害種の専F]医の診断書を提出してくだ

上記の通 り診断する。

令和   年 月 日

住所

病院名

医師氏名

電話

※写しを送付する

-48-



市役所へ提出済みの写しをもらう場合は、

糸満市役所こども未来課へ保護者よりお問合せしてください。
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検査年月 日

2025年4月 14日

身辺自立 (SH)

移動 (L)

作業(0)

コミュニケーション(C)

集団参加 (S)

自己統制 (SD)

S―M社会生活能力検査(第 3版 )結果

8個連続してOがついたら、それより前の項目はできるものとみなしますので、
1実際にOをつけていない項目もOとみなして数を数えてください。
1今

回の場合は、満点の数字を入れています。

領域別SAのプロフィール

実年齢です。
自動計算されますのでさわらないでください

ユ社会生活指数(SQ):実 際の年齢に対して社会生活が

どの程度行えるかの目安(100の 時、実年齢相当となる)

今回の例では、10oより小さいため社会生活の発達が

ゆるやかであるとわかる

・社会生活年齢 (SA)!社会生活の年齢を目安として表している

O-0は 、O歳0か月を表しているため、

今回の例では、4歳 5か 月となる

伊入己中百
ロ

―
頓

Ｐ
Ｉ

1 2 7

【グラフの見方】
下の数字が年齢を表します。どの年齢程度のことができているか項目ごとにわかります。

1

叉(SQ)   74′

自己統制
SD

υ

3-3

集団参加
S

(3

4
¬

1

14

6-O

コミュニケーション

C
3
4
も

4

5-2

3
1

9

作 業
O
2
3

7

3-4

4
2
1

O

L
動移

7

20

4-4

6

領以局」社会生 活年 哺

Ⅵ

Ⅶ

領馘月J系点合計

身辺自立

I
Ⅲ

Ⅳ

V

中

0

1今回の例では、「コミュニケーション」は年齢相応、「移動」と「集団参加」は3歳程度というのがわかります。



各種手帳について

手帳を所持されている場合、下の写真のように名前・等級等のわかるベージの写しを提出してください。

【身体障害者手帳】

【療育手帳】

【精神障害者保健福祉手帳】

顔写真
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T撃言捺憲撫継跡簑こ嶺逮華転
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上

韓 郵

,C ,‐H

機  ,甚

沖 縄 県 ●体 薫 毎 オ

9,4■ ヽ
た ら,,t

1段
常
=▲

'強

a

歳

強

専

汽

盛

諄

:彙 争 岳〉

'建織暉仁による藝票儀至難韓撤岸等 で生
験機構1曇 与崎機構i後夢(t鶴

第 1露

ま

,

こ

驚 嫌辛l予 定 め

合 (静 韓 嘗

苺婚 鷺領 盛
韓 差 線

B2

“

工麟

鬱 罷 最
褐 定

警 建

i守船3等4用し増B髯
`:

沖 灘 県

滲H導

く像閉》
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様式第7号 [医療的ケアを要する児童生徒 ] この様式は特別支援学校用です。

平成  年   月  日□ 男  回 女児童生徒名

11医療的ケアについて該当する項目に図チエックして下さい。

家庭(夜間等の対応含む)□ あリ ロ なし

学校(日 中過ごす場所～福祉サービス事業所等含む )日 あり(実施者 )口 なし
医療的ケアの実施状況

実施内容医療的ケア実施項目

口 口腔・鼻腔内吸引(咽頭より手前まで)

口 口腔・鼻腔内吸引(咽頭より奥の気道)

日 気管切開部 (気管カニューレ内)からの吸引

回 気管切開部 (気管カニューレ奥)からの吸引

日 経管栄養 (鼻腔に留置されている管からの注入)

日 経管栄養(口 胃ろう  回 腸ろう )

日 経管栄養

口 保護者等で導尿  回自己導尿(本人自ら導尿ができる)□ 導尿

口 吸入 (定時の薬液)

口 与薬 (胃ろうからの注入含む)

口 気管切開部の衛生管理

□ 冒ろう・腸ろう部の衛生管理

酸素管理 (流量、作動確認、ポンペの交換)      /

人工呼吸器の管理 :国 人工呼吸器 QPPV)口 CPAP  口 BIPAP

記 犠羅 覇 継 臨 鍋 解 躍 厨
医写で認め

,れ

4略

2.健康状態。事態について該当する項目にロチエックして下さい

口 寝たきり、頭定回 寝返り、肘・腹這い口 設定座位・独座、四這い口 掴まり立、独り立

日 喘鴫 (強、弱)口 酸素投与(酸素管理)口 問題なし

日 全く見えてない口 斜視口 光・眼前手動に反応見えている(弱視含)日 問題なし(近視含)

口 全く聞こえない口 音に反応声に反応日 問題なし

/日 ・ 週 ・月 )発作の頻度  (ありんかん発作 □ なし

主途饉との確罷のもと保護

者議入・白筆零堪

※ 医療的ケアの実施状況、項目、内容について主治医の

記入日:令和  年  月  日   保護者名
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②様式6

支援学級→通常学級へ変更する場合はこの様式を提出してください。 (新中 Hま 踏要なし)

本人・保護者の意見書

糸満市立 学校 通常学級への人級を希望 します。

記入日 今和 年 月 日

児童生徒氏名

平成 。今和   年 月 日生

在籍校名 立 学校   年

在籍学級種別  特別支援学級 学級

保護者氏名 EP

住所 一Ｔ

連絡先 (Tel)
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様式 5号   (子 ・保、小・中、その他の機関共通)

糸満市教育委員会 教育長 殿

糸満市内幼児教育施設 施設長 殿

糸満市立小中学校 校長 殿

糸満市就学支援委員会への審査依頼並びに

申請資料の関係機関への送付に係る承諾について

糸満市就学支援委員会について、学校・園からの説明を受け、下記幼児・児童・生徒

に係る審査を依頼いたします。

また、就学支援委員会審査結果及び申請資料 (就学支援実態調査票、校 (園)内就学

判定報告書、専門医の診断書、各揮検査結果、各種手中長の写し、その他資料)にっい

て、県教育庁関係課、就学予定校、就学先教育委員会等への送付につぃて承諾いたしま

す。・             .

年 月

審査を依頼する玄力児・児童・生徒氏名
°

(

保護者氏名

保護者住所

日今和

印(

／
１
ヽ

(

≫

　

　

　

＞

　

　

　

≫

　

　

　

≫

連絡先  TEL
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【判定結果通知後の提出物】

園・学校より本人・保護者へ判定結果の説明をしてし|ただき|

判定結果に沿った意見書を提出していただく。

本人・保護者の意見書

糸満市就学支援委員会半J定結果通知書にもとづき、

糸満市立 旭ヽ 学校 特別支援学級 白閉症 学級への人級を希望します。

記入 日 今和 年

幼児児童生徒氏名

平成。今和    年

日月

月 日生

在籍校 (園 )名

立 学校

園

年

※未就学児は幼稚園名等

(備 考

保護者氏名 EP

住所 一Ｔ

連絡先 (Tel)

送付する入学通知書に記載※新小 I・ 新中 Iの指定校については I月 に
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【判定結果通矢口後の面談時に説明】

園・学校より本人・保護者へ判定結果の

説明をしていただいた後、合意形成が取

れず判定結果に浴った意見書が提出で

きない場合、糸満市特らむ支援教育コー

ディネーターとの面談が蜂要です。

面談後、判定と異なる意見書を提出する

場合は、この意見書を提出してもらいます。

(面談時に渡します。)

本 人・保 護 者 の 意 見 書 (判 定結果通知後)

糸満市就学支援委員会判定結果通知書を踏まえ、

(該当する項目にチェックを入れて下さい。特別支援学級の場合は種別にOを付けて下さい。)

糸満市立′」ヽ学校 甲特別支援学級 ( 
垂島

・

庭愚メ撃歎
gど )

への人級を希望します。

□通級指導教室 (   情緒等・言語   ) においての指導を受ける

ことを希望します。

他校における通級指導教室については保護者が送迎し、安全確保に努めます。

□通常学級  への人級を希望します。

糸滴市立中学校 □特別支援学級 (
視覚・聰覚・知的・肢体

病弱・言語・自閉情緒
) への人級を希望します。

□通級指導教室 (   情緒等・言語   ) においての指導を受ける

ことを希望します。

他校における通級指導教室については保護者が送迎し、安全確保に努めます。

日通常学級  への人級を希望します。

日 今和    年   月 日

児童生徒氏名

成。今和 年    月 日生

枚:(園 )名 園

立 学校 年

※ 学児は幼稚園名等

考 )

者氏名 印

一Ｔ

連絡先 (Tel)

※記入後は所属の園・学校を通して
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糸満市教育委員会べご提出お願いします。



OO

糸満市立関係小中学校長  殿

糸満市教育委員会

教育長 屋良 朝俊

(公印省略)

通級指導の終了に伴う報告書の提出について (依頼)

みだしのことについて、通級指導が終了する児童生徒に関して、下記のとおり提出をお願い致します。

なお、終了時期によって提出期限が異なりますので、下記の備考をご確諷ください。

記

・ 提 出 書 類 I.通級指導教室指導終了者 一覧表

2.通級による指導の終了について

3.通級指導教室指導終了報告書

・ 提 出 期 FR ①今和7年 2月  日( )※既に終了している児童生徒

②今和7年 3月 31日 ( )※下記備考対象の児童生徒

考 :通級指導を今年度末で終了する(進繰、進学に伴い終了する予定)児童生徒に

ついては、提出期限②とします。

糸満市教育委員会 学校教育課

指導係  斉藤 。大城・回吉

TEL:078-840-8165

FAX:078-340-8161

E―mdI:gokkou― kyouiku@cityoitomon.I

月

第

年

学

７

教

和

糸

今

号

日

備
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通級指導教室指導終了報告書

今和   年   月   日

OO学 校在籍校

学 校 長

通級担当 (特別支援 Co)

担任名児童・生徒名 (し S、 りがな)

今和 年    月     日 今和   年   月通級期間

通級時間 時間 時 間週

入
級
時

学

習

の
内
容

及
び
様

子

上記の内容を確記 しました。

今和   年
EP月   日   保護者氏名
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3 特別支援教育支援員の申請について
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○糸満市特別支援教育支援員配置規則      f

平成 31年 4月 25日

教育委員会規則第 6号

(趣旨)

第 1条 この規則は、糸満市立小学校及び中学校 (以下 「学校」という。)に在籍し、特

別な支援を要する児童及び生徒 (以下「対象児」という。)の教育活動の充実を図るた

め、特別支援教育支援員 (以下「支援員」というと)の配置について、必要な事項を定

めるものとする。  |

(配置基準)

第 2条 支援員は、学校長からの申請を基に審議してか考に原則として本の各号に基づき、

予算の範囲内で配置するものとする。

(1)対象児の在籍する通常の学級及び特別支援学級たおいて、当該対象児の特性から多

様な行動が想定され、学校での安全面や生活面で補助及び介助が必要とされる場合

(跡  対象児の在籍する通常の学級において、当該対象児が多動等で個に応じた学習の保

障が困難又は困難となることが想定される場合              
｀

(働  その他教育長が必要と認める場合

(配置申請)

第 3条 学校長は、前条各号に該当する対象児が在籍する場合でヽ全校体制で個に応じた

指導等の手立てに努めているにも関わらず、継続又は新規に支援員の配置が必要と判断

した場合は、配置に必要な書類を教育長に提出し配置申請を行うものとする。ただし、

配置申請人数については、事前に教育長から指示された配置予定人数を上限とすると

(配置決定),                               ′

第 4条 支援員の配置決定については、前条の申請に基づき教育長が行う。

(身分及び待遇)

第 5条 支援員の身分はパー ト会計年度任用職員とし、待遇は糸満市会計年度任用職員の

任用、給与、服務等規程 (令和元年 12月 24日訓令第 23号)によるものとする。

(支援員の業務)

第 6条 支援員は、配置先の学校長、教頭、特別支援教育コーデイネーター、学級揮任及

び教科担任の指示のもと、次に掲げる支援等を行う。

(1)基本的生活習慣確立のための日常生活上の支援

(D 発達障害等の児童及び生徒に対する学習を保障するための支援
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(働  学習活動及び教室移動時における支援

141 対象児の学校における健康、安全確保

(5)学校行事における支援

(働 周囲の児童、生徒への障害理解の促進

宙)市等が開催する特別支援教育支援員の資質向上のための研修会への参加

(勧  前号各号に掲げるもののほか、必要があると認める支援

(役割)

第7条 支援員が配置された学校は、支援員を効果的かつ効率的に活用するために、次に

掲げることに取り組まなければならない。

(1)学校長及び教頭

ブ 支援員を効果的かつ効率的に活用するための方針を定め、学校全体で共通理解を

図る。

イ 年間を通して支援員が効果的かつ効率的に活用されているかを把握し、特別支援

教育コーデイネータと、学級担任、教科担任及び支援員に指導助言を行う。   i

(2)特別支援教育コーデイネーター

ア 毎月の支援員配置計画書の作成

イ 対象児に適した指導方法について、学級担任、教科担任及び支援員■月 1回以上

情報共有のための会議を開催する。           ,

ウ 支援員に対し、実情に即した事前の指導や研修を適宜行う。

偲)学級担任

ア 対象児への支援内容や方法について、個別の教育支援計画及び個別の指導計画を

作成し、支援員と共有する。

イ 対象児への支援内容等について、支援員が明確に理解できるよう具体的に指示す

る。

他)教 科担任

対象児への支援内容等について、支援員が明確に理解できるよう具体的に指示する。

(守秘義務)

第 8条 支援員は、職務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。その職を退いた後も

同様とする。

(報告書の提出)

第 9条 学校長は、次に掲げる書類を教育長に提出しなければならない心

9
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(1)特別支援教育支援員業務日誌 (様式第 1号 )

(掛  特別支援教育支援員活用報告書 (様式第 2号 )

(彿  実績報告書 (様式第 3号).

(その他)

第 10条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は教育長が別に定める。

附 則

1 ′この規則は、公布の日から施行し、平成 31年 4月 1日 から適用する。

2 この規則の施行の際、糸満市立学校障がい児支援ベルパー派遣要綱 (平成 22年糸満

市教育委員会訓令第 4号)に基づき行われた申請、決定、その他特別支援教育支援員り

配置に関し必要な手続き等については、この規則に基づき行われたものとみなすよ

3 この規則は、公布の日から施行し、令和 4年 4月 1日 から適用する。
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特別支援教育支援員申請について

<特別支援教育支援員の役害J>                            .
特別支援教育支援員は、授業を行うことはできません。例えば、何らかの事情で学級担任等が教室か

ら離れてしまった場合、授業を補助していた特別支援教育支援員がその授業を引継ぎウ代行して行うこ

とはできません。

教員免許を所持していても教諭、又は講師とレて配置されてヤ`るわけではないので、授業を行うこと

はできません。

特別支援教育支援員が行う補勁とは、児童生徒への授業における教示や指示の補助、授業の準備や学

級環境の整備の援助などがあります。

特別支援教育支援員配置については、申請書類の内蓉から総合的に判断して配置レベルA～ oの評価

基準で配置を決定します。

配置レベル・・A(醒置あり)

配置レベル・・B(配置わり)

配置レベル・・C(配置あり)

配置レベル・・D:E(要観察)

配置レベル・・0(配置なし)

配置レベル・・G(配置なし)

☆配置レベル4～Gは、特男lJ支援教育支援員?申請時の子どもの状況から検討されたものです。

進級に伴う環境の変化や自身の成長にようて変化する可能性があります。

配置 レベルはぁくまで目安であるため、子ども一本一人あ状況に応 じて学校が支援体制を検討 |てい

く必要が望まれます。

配置 レベルA・ ・

配置 レベル B・ ・

配置 レベル C・ ・

配置 レベルD・ ・

配置 レベル E・

配置 レベル F・

酉己置 レベルG・

。通常学級在籍で2:1(子 :支援員)授業中に危険行為、飛び出■等

・通常学級在籍で411(子 :支援員)授業中に離席、手遊びヽちよつかい等

。通常学級在籍で特性が出るときに応じて (移動支援、′くニック時等)

・通常学級在籍で学級担任の配慮でOK 必要に応じて支援員対応

(声掛け、座席の位置等)

。支援学級在籍でAレベルに相当するもの

。支援学級在籍でBCDレベルに相当するもの

,適帝学級在籍でABCDレベルに相当しないもの

支
援
の
必
要
性
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糸教学 第号

今和7年 (7月  日

糸 満 市 立 小 中 学 校 長 殿

糸満市内幼児教育施設園長 殿

関係者各位

糸満市教育委員会

教育長 屋良 朝俊

(公印省略)

今和 7年度特別支援教育支援員の配置申請に関する資料の提出について(依頼)

平索より、本市の教育活動にご理解とご協力を賜り、感謝申し上げます。

みだしのことについて、下記に該当する幼児児童生徒がおりましたら、配置申請の審査のため、保護者の同意のもと、

関係資料を提出していただきますようお願いいたします。

またて新小学 I年生、新中学 I年生に関しては、就学先の学校と連携を取り了解を得たうえで提出してください。

I該当する幼児児童生徒  学校生活上、特別な支援を養要とする幼児児童生徒

2提出書類

(I)鑑文

(2)特別支援教育支援員配置申請一覧表

(3)特別支援教育支援員配置申請書 (様式第 1号 )

(4)保輩者の意見書

(5)幼 児実態調査票 (新小学 1年生卿)

(6)児童生律実態調査票 (小中学校口)

(7)個別の教育支援計画・指導計画 (継続申請者捲須)※新規の場合は、提出なし

(8)支援が盛妥か判山†するための資料

～下記のいずれかよりI点 ～|

0知能検査(WISC/ビ ネー)結果<2年以内>、 発達検査(新版 K式等)結果<I年以内>

※標準学力'知能検査 (′」ヽ学 3年、中学 1年)ではありません。

O専門医の診断書の写し ○特別児童抹養手当の診断書の写し

O療育手帳・障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳の写し

(7)S―M社会生活能 検々査(新都申請者は捲須、継続申請者は2年以内の検査結果)

※ (5)(6x7)(3)(7)つ いて、今年度の就学支援委員会に提出済みの場合は、提出のX妥はありません。

一覧表にて「就学支援委員会提出済み」と記入してください。

3提出方法 紙媒体守 べて提出 ※今和 8年 I月 23日 (金〉

4提出書類のデータ保管場所

(1)小学校・中学校は、「校務系共有フォルダ」⇒「全小中学校共有」⇒「学校教育課 指導係」

⇒「●提出文書」⇒「18特別支援教育支援員配置希望申請書類 (様式)」

(2)幼児教育施設は、学校教育課より、様式を送信します。

記

<本件の担当>

○糸満市教育委員会学校教育課

指導主事 :大城、高史、回吉

TEL:840-8165 FAX:840-8161
E― mcil:gQttkou― kyouiku@city.itOmon,Ig.jP-65-



様式第 I号 (第 3条関係)

糸満市教育委員会教育長 殿
糸満市立

校長 (園長)

(公印省略)

特別支援教育支援員西己置申請書

幼 児

児 童

生 徒

学S、 りがな

氏  名

男

女

保

護

者

↓S、 りがな

氏  名

生年月日 年   月  日 年 齢 歳 連 絡 先

学  級 年  組 住所

現  状 ア 通常学級  イ 通級指導 (情緒・言語 )

ウ 支援学級 (種別: )

支援員配置 (配置あり ・ 要観察  。 なし )

申請理由

・経緯 と現状

・学習面、生活面

の困り感

・支援体制状況

。その他

※毎日・週・ 月の

いずれかにOま た

は回数を記入して

くださぃと

・飛び出しの回数・頻度・・。(毎日。___回 /週
。___回 /月 )

・パニックの回数・頻度・・。(毎日・___回 /週・___回 /月 )

・てんかん発作時の対應 (

回数・頻度・・・ (毎日・

)

回 /週
。_回 /月 )

特別支援教育支援

員の活用計画

学校長 (園長)

所見
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4 検査について
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S―M社会生活能力検査について

お子さんの日頃の様子から社会生活能力のおおよその発達をとらえる検査です。対象の子どもの普段

の様子をよく欠口っている、担任の先生ゃ保護者などが回答を行う記入式の検査となります。

【検査実施にあたちて】 検査用 の2ページI って実施 してください

※検査方法がわからない場合は学校教育課までお問い合わせください

①実施上の注意点

できれば、担任の先生と保護者で一緒にご回答をお願ぃします。

②記入のしかた

質問に対して○かXで回答する。

O
できる (ほ とんどできる)

'機会があればできると思う

できない (あ まりできない)

機会があつてもできないと思う

衣服の着脱や食事、排泄などの身辺自立に関する能カ

自分の行きたい所へ移動するための能カ

道具の扱いなどめ作業遂行に関する能カ

ことばや文字などによるコミュニケーション能力      |

社会生活への参加の具合を示す能カ

わがままを抑え、自己の行動を責任をもって目的に方向づ
!す

る能カ

※〇かXかで迷った場合、どっちかといえばできる、できないで判断すること

※子どもの主観が問われる質問に対してtま 、客観的に判断できる言動があるかないかで判断すること

例 :64.や さしい本なら自分で読んで理解できる。→ 本を自分で読んで、内容を話しヽ

てぃる等の言動にて判断する。

※今は行わないけれど、もう少し小さいころにはできていた場合はOと すること

【各領域が示す能力】

①身辺自立 (SH)

②移  動 (L)

③作  業 (0)
④コミュニケニション (C)

⑤集固参加 (S)

④自己統制 (SD)

【算出される値など】
生活年船 (CA)   検査時のお子さんの年船。

社会生活年船 (S^)  お子さんの社会生活能力が、どの年齢に相当するか。おおよその目安。

社会生活指数 (SQ) 社会生活能力の生活年齢に対する発達の割合。

生
全蓬聾襲誠畿芸静1支

190の式下算出

100よ り旭ヽさい

ゆるやかに発達

100

実年船オロ当の発逹

100よ り大きい

実年船以上に発逹

<<
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検査年月日
2025年4月 14日

身辺自立 (SH)

移動 (L)

作業(O)

コミュニケーション(C)

集団参加 (S)

自己統制 (SD)

S―M社会生活能力検査(第3版)結果

18個連続してOがついたら、それより前の項目はできるものとみなしますので、

:実際にOをつけていない項目もOとみなして数を数えてください。

今回の場合は、満点の数字を入れています。

領域別SAのプロフィール

実年齢です。

自動計算されますのでさわらないでください

E社会生活指数(SQ):実 際の年齢に対して社会生活が

どの程度行えるかの目安(100の 時、実年齢相当となる)

今回の例では、100より小さいため社会生活の発達が

ゆるやかであるとわかる

・社会生活年齢 (SA):社会生活の年齢を目安として表している

Or●は、O歳0か月を表しているため、

今回の例では、4歳 5か 月となる

③記入例

１
６
り
Ｉ

20

!【グラフの見方】

1下の数字が年齢を表します。どの年齢程度のことができているか項目ごとにわかります。
1今回の例では、「コミュニケーション」は年齢相応、「移動」と「集団参加」は3歳程度というのがわかります。

1

′

Z

∪

8

自己統制
SD
1

3

9

3-3

3
4
¬

1

集団参加
S

14

6iO

3
4
3
4

コミュニケーション

C

9

5…2

も

1

作 業
O
2
S

7

8工4

2
1

O

L
動移

4
7

20

4-4

6
2

生会生活年令

Ⅵ

Ⅶ

０
コ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

V

身辺自立

申

‐



発逹検査・矢口能検査について

発逹検査・知能検査とは、積木やパズル、図形などのモノの扱いや言葉でのやり取り等を通 して、対象とな
~

る子どもの現在の年船段階での理解力や発逹状況、発逹の凹凸の有無、得意なこと・苦手なこと等を把握する

ために行う。

就学支援委員会へ申請する際は、おもに新版K式 またはWISC検査のどちらかの結果を添付。

K式

個別式の知能検査

検査時間 :65分から80分ほど
個別式の発達検査

検査時間 :I時間弱ほど
種

別

5歳 0ケ 月～ 16歳 IIか 月
■おもに就学後の児童生徒に対して実施

される。

幼稚園の年長児でも実施されることが

ある。

0歳 0か月～成人 (新版K式発達検査2920)
→おもに就学前の幼児に対 して実施され

る。 また、就学後の対象児でも実施さ

れることがある。

適

用

矢口能指数 (IQ)
→IQお よび指標得点は100が平均。

800/o以 上の人が、平均から10点以上の差がある。

差 (グラフの凸凹)がある受験者が多数派。

発逹指数 (DQ)
→値が 100に近いと、年船相應の発達

状態/能力であると考えられる。
・同年齢としヒ較した発達状態と能力間に差があるか

をみる。

各数値の水準の目安 (WISCv o WISC― Ⅳ)

【極めて低い。非常に低い60以下】

―
:霊:[曽li:會||::こ|:|1吾 1を与昇畳1、 .サ :彗杞留よ:

※K式においても、数値は上記の目安に準拠する。

110～ 119】
130以上】

各
領
域
／
群
指
数

分
概
妻

‐

K式

:索鵞1篭記:栃詔象i;客導塗議ЯごZr盈兵密え聾督方をみる領域
【言語 。社会】言葉の理解や人との関わり

'1挺
要な領域

Ⅵ′ISC―Ⅳ

【言語理解指標】話を聞いて理解する力、本人の考えを言葉で表現するカ

魂邑奎極暑彊1星::毛毛号晉ζ脅r漕曇と毒≧:♀≧写とち1生すP々
WISC―V(2022年 に刊行)

【言語理解指標】言語の能力や学習の習得度の能カ

【視空間指標】視覚イメージを扱う能カ

【流動性推理指標】新奇な課題でも法則を見出し、計画的かつ柔軟に解決する能カ

【ワーキングメモリー指標】情報を意識的に記銘し、短時間保持し、加工・整理する能カ

【処理速度指標】作業め妥領よさ、集中。意欲の持続能カ

※発達検査。知能検査の結果は、検査日の子どもの気持ちや体調t検査者の習熟度や子供との相性、その他の

さまざまな要因に左右されるものです。数値は絶対的なものではなく、日安として、その子を理解するための

手がかりの一つとして提えてください。
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5 その他資料
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県立特別支援学校の指定校一覧 (糸満市)

視覚障害 (弱視) 沖縄盲学校 南風原町兼城473

聰覚障害 (難聴) 沖縄ろう学校 北中城村字屋宜原415

知的障害 西崎特別支援学校 糸満市西崎 |― |-2

肢体不 自由 島尻特別支援学校 ノ＼重瀬町友寄 160

病弱 (身体虚弱) 森川特別支援学校 西原町字森川 151

ν,一中部燎
沖縄み■攀縦

く銃・小・中 (喜>
慕 >

逸瀬格島ヽl寅

(,1ヽ・学 ` 膜
鶴為雪廷韓男ll糞接学独

沖鴻森宵劇

競が丘終脅
'索

録字練請轟分様
ゞホ ,■ 三由>

静議去臨

廃 蕪,II:を 協u交緩学校
て小・拳・蔑>

大手

滞と感宦攀被
くみ埼“

'I‐
韓・務 =募>無

鶴聯鷺薦辞寅機学校

【苺獨I韓蹟衰騨 披縮 内競菌学後ユ

金 弟烹皇炉療除 岳ヽ徹荘,

(捨 森1嵐 学諄病韓 (う と李T,,

;喜′中瞭残確 て沖縄れ,

eyと味蒸予窮確 (爵兼守→
番 儀れ奪注癖確 t務凛事チ

ゆ 購立とどt篠溝セン,一 貫薄臨革■
'粋 続 葬(宰病院 (郷凛卓

'蛉 沖機協窮残確 (務継車,

節糞摩ほ恵盛等学綾狩教望
:島晟券貿墓等紛

やえせ萬警支援学ヤ文

ミ薦都議森嘉絵l丼設〉
齢蔀燃森隠歳t'ン ター

k南駐爾蕊械排屋資|島轟持副交緩学
'女く競・小 !書・おト

奮8 隣
雷輪持身竜東搬学校
{与館′r,|,辞 ミお>

‐センター静教霊

'条

義驚貰荘学部〉 1回

〕3綴をもい寅械学検
,言 >ギ
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学校名字 番地学校名:字 番地学校名番地字

兼城小・兼城中1^,383兼城小・兼城中1～ 86糸満小・糸満中4バけ888-999
光洋小・西崎中384-397糸満小・糸満中87-90糸満甫小・糸満中890-1362
兼城小・兼城中398-412兼城小・兼城中91,V120糸満小・糸満中1363-1413
光洋小・西崎中413-442糸満小「糸満中121-124糸満薦小・糸満中1413-1-1413-2
兼城小・兼城中443-780兼城小い兼城中125-143糸満小・糸満中1413-3～ 1413-4
こ城小・兼城中788糸満小E糸満中144～ 145糸満南小・糸満中1413-5-1413-7

兼城小・兼城中795兼城小・兼城中146-192糸満小・糸満中1413=8
兼城中853-1糸満小・糸満中193-226糸消南小・糸稿中1413-9-1413-11
兼城中1107～ 1107r2兼城小・兼城中227-270糸満小,糸満中1413-12-1413と16
西崎中1118-31糸満小・糸満中271糸満南小・糸消中1413-17-1413-999

潮平1 ・ヽ潮平中1118-4兼城小・兼城中272-280糸満小い糸満中1414-1431-999
光洋小・西崎中1123'Wl124糸満小Ъ糸満中281-338糸満南J ・ヽ糸満中1432-1435-999
潮平小“潮平中1124-1西崎小・西崎中339糸満小・糸満中1436-1481
光洋小。西崎中1124-2、 1124-3潮平小“潮平中340-380糸満南小・糸満中1481-2-1483-9
潮平1('潮平中11214-4百崎小・西崎中381-573糸満小・糸満中1483-1lfし 1483-12
光洋小・西崎中胴整区増 1126574ん 662
光洋小・西崎中1128潮平小・潮平中664-669
光洋小・西崎中1130～ 1134兼城小・兼城中670～
光洋小・西崎中1137-1、 1197-2西崎小・西崎中―→〉(722

兼城

潮平小'潮平中1137-3座 波
光洋小・西崎中1137中4～ 1137-7武富
潮平小・潮平中1138～ 1365北波平
光洋小・西崎中1366'ψ 1375

兼城小・兼城中

資 数

全域

糸満小・糸満中1880「▼1943-999
光洋小・西崎中1378〒 1真 壁糸満南小!糸声中1944-2038
潮平小r潮平中137B-2

糸満小・糸溝中 宇江城2039Ⅲじ2075-999
光洋小・西崎中1378-3-1378-4糸満密′〕ヽ・糸溝中 具 栞 十2076-2227-999
光洋小B西崎中1378-6-1378-7新 垣糸満小・系満中2228-2277-999
潮平小・潮平中1378守 8

伊 敷糸済宙小・糸満中

糸満

2278´32433r8
光洋小・西崎中1380南波平糸満小・糸満中1～ 1071
潮平小・潮平中1385-1387名城高機小・高嶺中1072-1297-15
潮平小・潮平中1389'ψ 1480■ヽ波顧兼城小・兼城中1298-1'ψ 1415
兼城小・兼城中1480-1

真壁小・三和中

糸洲

全域

糸満小・糸満中1416-1639-2

照屋

潮平小・潮平中i487-1505
音 屋 よFヽ潮崎町 .全域

光洋小・西崎中

阿波根

1506r▼ 1581

1-335山城
兼城小E兼城中336´け421束辺名
潮平小・潮平中422-480-1

喜屋武小・三和中

上 里

全域

糸満南小・系満中1362～ 1492
兼城小・兼城中480-2-480-11米須・高嶺中1-18601

860-
潮平小・潮平中481'ψ 705-4萱 単 里 伊 原
光洋小・西崎中705-5高徹小・高嶺中 大 度1860-2-1999
潮平小・潮平中705-64Ψ 706Tl

米須小・三和中全域

摩文仁
光洋小・西崎中706-2西崎小。西崎中1丁 目日2T日
潮平小i潮平中706-3光洋小・西崎中3丁 目
光洋小:西崎中706-4西崎小`西晴中4丁 目高嶺小"高嶺中2184いマ2313-2
潮平小・潮平中706-5-706-3光洋小・西崎中5丁目高嶺小・高嶺中1-806
光洋小・西崎中706-9西崎小・西崎中6丁 目

西崎町

真壁1 ・ヽ三和中807)と 912
潮平小力潮平申707-707工 10西崎小・西崎中

I 全域高嶺小Ⅲ高嶺中

国吉

913-
魔 窟 名 光洋小・西崎中鮒 708-772-6

潮平小・潮平中773-780-14
光洋小・西崎中781-

潮平

高積小`高嶺中全域

(新 )通学区域一覧表

糸満E西崎小/糸満E西崎中

来上記の地番がない方は、担当課
-73-
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今不口7年度 糸満市内小中学校 特別支援学級等早見表

o特別支援学級及び通級指導教室の設置状況は毎年度変更があります。

O今年度の学級設置の有無に関係なく、主障害で申請してくださいも

設置学級は就学支援委員会半!定時の障害種で決定します。

○通級指導教室の設置がない学棟の児童牛徒は、巡口指導または他校通級となります。

今和7年度においては、巡回指導となっております。

R7.5.I

通級指導教室

自閉…情緒知 的兼  城  小  学 ―検

言語、情緒自閉・情緒知 的糸 満 小 学 校

言語自閉・情緒知 的糸 満 南 小 学 校

病 弱知 的高 嶺 小 学 校

自閉・情緒知 的真 壁 小 学 校

情緒自閉・情緒知 的喜 屋 武 小 学 校

言語白閉 Pj晴緒知 的米 須 小 学 校

情緒言語自閉・知 的西 崎 小 学 校

情緒言語白閉・情緒知 的潮 平 小 学 校

自閉・j晴
緒知 的光 洋 小 学 校

自閉 ,1盾緒須 小 学 校 大 度 分 校

通級指導教室特別支援学級

自閉・I晴緒知 的兼 城 中 学 校

難聰白閉・情緒知 的糸 満 中 学 校

自閉・j晴
緒知 的高 嶺 中 学 校

白閉 。1晴緒知 的二 和 中 学 校

情緒肢体不自由自閉・情緒知 的西 崎 中 学 校

白閉 `情緒知 的

自閉・情緒知 的二 和 中学校 大度 分校
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